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（食品の安全確保推進研究事業） 

 
食品中の放射性物質濃度の基準値に対する放射性核種濃度比の検証と 

その影響評価に関する研究 主任研究報告書 

 
研究代表者 明石 真言 （東京医療保健大学） 

研究要旨 

東京電力福島第一原子力発電所（FDNPS）事故により食品の摂取による内部被ばくの影響が懸念され、厚生労

働省は平成 24 年 4 月以降、食品からの内部被ばく線量（食品の安全性に十分に配慮した放射線量の目安）を 1 

mSv/年として、導出された基準値を適用している。この基準値は、対象となる放射性セシウム(Cs)以外の核種（スト

ロンチウム-90 (90Sr)、ルテニウム-106 (106Ru)及びプルトニウム （Pu)同位体については、セシウム-137 (137Cs)との放

射能濃度比から、これらの核種の濃度を推定し、設定された。当該事業では、食品中の放射性物質の基準値に対

して、国民が安心・安全を得ることができ、そして国内の食品の安全に関する根拠を示すことを目的に、食品中の

放射性物質の基準値の妥当性について検証を行なうことを目的とした。令和 3年度は福島市周辺地域、令和 4年

度はいわき市周辺地域、及び令和 5 年度には南相馬市と相馬市周辺地域で栽培している様々な作物を網羅的に

採取し、平成 23年の FDNPS事故から 10年以上を経過した作物中放射性 Cs濃度を測定した結果、全て基準値

以下（137Csの平均濃度：0.57 Bq/kg-生重量、n = 117）であり、平成 24年度から実施している本課題でこれまでに得

られた作物中放射性Cs濃度と比較し、芋類、葉菜類、根菜類と果菜類で 137Cs濃度の減少傾向を確認した。また、

安定 Sr濃度から予測した 90Sr平均濃度は、0.16 Bq/kg-生重量（n = 40）であった。本評価において設定した年齢性

別区分の中で、農作物摂取による放射性 Cs（134Cｓと 137Csの合計値）による被ばく線量の推定結果が最も高かった

年齢性別区分は【19歳以上男子】で、その推定値は 0.0010 mSv/年であった。本研究では、測定結果から得られた

放射性物質濃度の食品を安全側に評価しており、実際に摂取する放射性 Cs 濃度は本評価より減少すると考えら

れる。また、90Sr による被ばく線量の推定結果が最も高かった年齢性別区分は【13 - 18 歳男子】で、その推定値は

0.0040 mSv/年であった。なお、この線量の大部分が大気圏核実験由来の 90Sr によるものと考えられる。令和 5 年

11月に福島相双海域で採取され、市場流通する水産物食品として魚類 2種を入手し、個体ごとに部位別の測定を

行った。魚類可食部中の 134Cs濃度は検出下限値以下で、137Cs濃度は、0.19 - 0.50 Bq/kg-生重量であった。同種

個体間による濃度のばらつきも認められなかった。海水魚中の 90Srや 239+240Pu濃度は検出下限値以下またはそれ

に近い濃度であった。魚類の生息環境の海水中放射性物質濃度とその濃縮比を用いて魚類中の 90Sr 濃度や
239+240Pu 濃度を推定したところ、いずれも検出下限値以下の濃度であり、魚類中の放射性物質濃度はその生息環

境の海水濃度を反映していることが明らかとなった。魚類中の 137Cs濃度に対する 90Sr及び 239+240Puの総濃度の割

合は、5％以下であり、食品の放射性物質の基準値の算出基準の考え方に対して 90Sr及び 239+240Pu濃度が放射性

物質の基準値に影響を与えないことが確認できた。さらに放射線防護や食品安全等に関連する国際機関および

諸外国から公表されている資料や論文等の文献を調査し、放射性Csに対する基準値・規制値のみを抜粋し、基準

値設定の基礎となった汚染率や消費量の少ない食品の設定等についてまとめた。 
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塚田 祥文  福島大学環境放射能研究所 

青野 辰雄  福島国際研究教育機構 

福谷 哲   京都大学複合原子力科学研究所 

研究協力者 

鍋師 裕美  国立医薬品食品衛生研究所 

髙田 兵衛  福島大学環境放射能研究所 

 

A. 研究目的 

東京電力福島第一原子力発電所 (FDNPS) 事故によ

り食品の摂取による内部被ばくの影響が懸念された。厚生

労働省は平成 24年 4月以降、介入線量レベル(食品の

安全性に十分に配慮した放射線量の目安)を 1 mSv/年と

して導出された新たな基準値を適用した。新たな基準値

の導出においては、放射性セシウム(Cs)濃度について基

準値（「一般食品」では 100 Bq/kg、「乳児用食品」及び「牛

乳」では、50 Bq/kg）を設定し、その他の核種については、

原子力安全・保安院（当時）が平成 23年 6月に公表した

放出量試算値のリストに掲載された核種のうち、半減期が

１年以上であるストロンチウム-90 (90Sr)、ルテニウム-106 

(106Ru)、プルトニウム(Pu)を規制対象核種として、放射性

Cs との濃度比を推定することにより、その線量を考慮して

いる。また、これらの規制対象核種以外は、モニタリング結

果や核分裂収率、物理的半減期等から、放射性Csに比

べて線量の寄与が無視し得る程十分に小さいと考えら

れ、規制対象核種には含まれていない。 

内部被ばく線量に対する放射性Cs及びその他の放射

性物質濃度の割合は、環境モニタリングによる土壌中放

射性物質濃度や、これまでの環境移行パラメータによって

推定されており、その評価は十分安全側と考えられるが、

実際に食品中濃度を測定した結果に基づくものではな

い。そのため、食品について測定及び評価を行い、内部

被ばくに対する主要放射性物質の割合の状況を把握する

必要がある。 

また国際機関や諸外国等における食品中の放射性物

質の規制値や食品摂取に伴う内部被ばく線量の評価等

に関する基礎的な資料の作成を目的に調査を行った。 

本研究では食品（農水産物等）中の放射性Cs及び長

半減期放射性核種等の濃度変化について調査を行い、

基準値作成に用いられた濃度比との比較や食品の摂取

に起因する放射性Csの内部被ばく線量の推定から、介

入線量レベルを 1 mSv/年とした食品中の放射性Cs濃度

基準値の妥当性の検証及び食品中に含まれる放射性物

質の濃度等に関する科学的知見の集約を行うことを目的

とした。 

 

B. 研究方法 

1. 農作物中Cs と長半減期核種の濃度測定に関する研

究 

南相馬市、相馬市及び新地町の産地直売場において

117 試料の作物を、令和 5年 4月 24 日から令和 5年 11

月 28 日に採取した。穀類、豆類などを除く作物は、原則

水洗いした後、傷んでいる部分、皮などの非可食部を取り

除いた。その後、賽の目状にカットし、玄米、葉菜類、豆類

などは 70℃で 1 週間ほど熱乾燥、比較的糖分の多い果

実類、果菜類などは 2 週間ほど凍結乾燥した後、粉砕・混

合した。ハチミツは、前処理せずそのままの状態で測定し

た。乾燥粉砕試料をプラスチック容器（U-8）に詰め測定し

た。玄米は、2 L マリネリ容器に詰めて測定した。Ge 半導

体検出器を用いてセシウム-134（134Cs）、セシウム-137 

（137Cs）及びカリウム-40（40K）濃度を求めた。また、一部試

料の 90Sr濃度は、安定 Sr濃度を測定した後、平成 27年

から令和元年までに本課題で得られている浜通りで採取

された作物中 90Sr/Sr濃度比から類推した。 

   

2. 水産物食品中の放射性物質濃度等に関する研究  

福島県水産海洋研究センターと相馬双葉漁業協同組

合の協力を得て、令和 5年 11月に福島相双海域で採取

し、市場に流通する魚類 2種（スズキ及びヒラメ）を本研究

の対象とした。魚類の灰試料を作成し、Ge 半導体検出器

（GX2019）を用いて、γ線放出核種の測定を行った。また

これまでに収集した魚類灰試料を用いて、90Sr や

239+240Puの定量を行い、放射性Csに対する濃度比につ

いて調査を行った。トリチウムは食品中放射性物質の基準

値の対象核種ではないが、東京電力ホールディングス

ALPS 処理水の海洋放出を受けて、魚類中のトリチウムの

定量も行った。 

 

3. 食品中放射性Cs濃度基準値の妥当性検証及び被ば

く線量評価 
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農作物の摂取に起因する放射性Cs及び 90Srによる内

部被ばく線量をそれぞれ推定し、比較検討するとこを目的

としている。今回の研究では、農作物中 90Sr濃度の推定

のために安定 Sr濃度を測定するとともに、分担研究 1.に

おいて測定された放射性Cs濃度及び推定された 90Sr濃

度を用いて、農作物の種類ごとの被ばく線量を推定した。

なお、内部被ばく線量評価のための線量係数は、ICRP 

Publication No.72に記載されている経口摂取に係る内部

被ばく線量係数を用いた。 

 

4. 食品中放射性物質濃度と食品摂取に伴う内部被ばく

線量の評価等に関する知見の評価検討  

放射線防護や食品安全等に関連する国際機関および

諸外国から公表されている資料や行政機関のウェブサイ

ト、論文等の資料を調査することにより、本年度は中国、香

港、台湾、韓国、フィンランドおよびスウェーデンについて

食品中の放射性物質に係わる規制および規制値設定の

際に用いられた汚染率や摂取量の少ない食品の取り扱い

について調査し、アジア地域および北欧地域に分けて表

にまとめた。 

 

C. 研究成果 

1. 農作物中Cs と長半減期核種の濃度測定に関する研

究 

一部試料について、137Cs とカリウム-40 (40K)濃度を外部

機関による測定値とクロスチェックした結果、両者の値はよ

く一致した。玄米、芋類、葉菜類、根菜類、豆類、果菜類

（果実類を含む）、穀類、種実類及びその他作物の 137Cs

濃度は、それぞれ 0.22 ± 0.11（n = 3）、0.30 ± 0.15（n = 

6）、0.35 ± 0.55（n = 40）、0.75 ± 1.51（n = 10）、0.50 ± 

0.20（n = 4）、0.55 ± 1.24（n = 42）、3.39 (n = 1)、0.84 ± 

0.39 (n = 3)及び 1.37 ± 1.03（n = 8） Bq/kg-生重量であっ

た。基準値を超える作物はなく、トウガラシ（2023-P50）の

137Cs濃度で 6.3 Bq/kg-生重量が最も高い値であった。 

作物中Sr濃度から類推した 90Sr濃度は、全て1.0 Bq/kg 

-生重量以下（0.021 - 0.52 Bq/kg -生重量、n  =40）と低い

濃度にあった。   

 

2. 水産物食品中の放射性物質濃度等に関する研究   

令和 5年 11月に入手した魚類中の放射性Cs濃度測

定の結果、134Csは検出下限値（0.002 Bq/kg-生重量）以下

であった。スズキ及びヒラメの可食部の 137Cs平均濃度

は、それぞれ 0.42 Bq/kg-生重量及び 0.24 Bq/kg-生重量

であった。海水中の 134Cs濃度は検出下限値 (0.001 

Bq/kg-生重量以下)で、137Cs濃度範囲は 0.0008 - 0.0022 

Bq/Lであった。海水中の 90Sr濃度は 0.002 Bq/L以下で

あった。採取した魚類アラ部中の 90Sr濃度は、スズキでは

0.07 Bq/kg-生重量であったが、ブリやヒラメでは検出下限

値 (0.02 Bq/kg-生重量) 以下であった。令和 4年 12月

に採取した魚類アラ部中の 239+240Pu濃度は検出下限値 

(0.001 Bq/kg-生重量) 以下であった。また令和 5年 11月

に採取したスズキとヒラメ中のトリチウム濃度は検出下限値

（0.6 Bq/L）以下であった。 

 

3. 食品中放射性Cs濃度基準値の妥当性検証及び被ば

く線量評価 

本評価において設定した年齢性別区分の中で、農作

物摂取による 134Csによる被ばく線量の推定結果が最も高

かったのは【19歳以上男子】で、その推定値は 0.000028 

mSv/年であった。137Csによる被ばく線量の推定結果が最

も高かった年齢性別区分は【19歳以上男子】で、その推

定値は 0.00098 mSv/年であった。放射性Csによる被ばく

線量（134Cｓと 137Csの合計値）の推定結果が最も高かった

年齢性別区分は【19歳以上男子】で、その推定値は

0.0010 mSv/年であった。また、90Srによる被ばく線量の推

定結果が最も高かった年齢性別区分は【13 - 18歳男子】

で、その推定値は 0.0040 mSv/年であった。いずれについ

ても、介入線量レベルである 1 mSv/年を大幅に下回って

いた。 

  

4. 食品中放射性物質濃度と食品摂取に伴う内部被ばく

線量の評価等に関する知見の評価検討 

アジア地域および北欧地域における食品中の放射性

物質の規制に関する調査結果をまとめた資料を作成し

た。 

 

D. 考察 

1. 農作物中Cs と長半減期核種の濃度測定に関する研

究 
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平成24年度から実施している本課題で得られた年度別

作物種毎の 137Cs 濃度を比較した。有意差（P < 0.05）とな

ったのは、芋類では平成 29 年度と令和 3 年度、平成 29

年度と令和 4年度、葉菜類では平成 27年度と平成 28年

度、平成 28年度と平成 29年度、果菜類（果実類を含む）

では令和 3年度と令和 4年度であった。しかしながら、平

成 24 年度から令和 5 年度までの長年に亘って福島県内

で採取した 137Cs 濃度の変化をヨンクヒール=タプストラ検

定した結果、芋類、葉菜類、根菜類、豆類及び果菜類（果

実類を含む）で減少傾向が認められた。作物中放射性 Cs

濃度が減少している要因としては、表土の剥ぎ取り除染や

K 施用による低減化対策が十分に実施され、また、放射

性Csの物理的減衰により、作物中放射性 Cs濃度は基準

値を十分に下回っていると言える。令和 5 年度の調査で

は、表土剥ぎ取りなどの十分な除染が実施されていない

地点から採取される山菜などの自生植物は見られなかっ

たが、今後も注視していく必要がある。また、作物中 90Sr

濃度は低い濃度であることが確認された。 

 

2. 水産物食品中の放射性物質濃度等に関する研究 

令和 5年に福島相双海域のスズキ及びヒラメから 134Cs

は検出されなかった。福島原発事故時に環境へ放出され

た 134Cs/137Cs放射能比は概ね 1であったことが報告され

ている 10）が、令和 5年 1月の時点では、理論上の 134Cs 

/137Cs放射能比は約 0.02 となる。試料中の放射性Cs濃

度は低いことが予想されたため、可食部、内蔵部やアラ部

の試料を灰に減容した。検出された 137Cs濃度に、
134Cs/137Cs放射能比を用いて計算した福島原発事故由来

の 134Csの推定濃度は検出下限値（0.01 Bq/kg-生重量）に

相当した。つまり、137Cs濃度（1 Bq/kg-生重量以下）の傾

向が続く場合、134Csを検出することは難しいことが考えら

れる。 

魚全身に対する部位ごとの 137Cs存在量比は、可食部

が 54-70％、アラ部が 25-41％で、内臓部が 3-14％であっ

た。つまりアラ部は体液など水分量が他の２つの組織に比

べて低いために、137Cs濃度が低いことが考えられる。魚

全身中の 137Cs濃度は、可食部中の濃度に比べて 20-

30％ほど低い値であった。これらの傾向は 40Kの場合も

同じで、体液等に影響していることが考えられる。 

魚類を採取した海域に近い沿岸における海水中の放

射性Cs濃度は、134Cs濃度は検出下限値以下、137Cs濃度

は 0.0018 - 0.0021 Bq/ Lであった。海産魚類の Csの濃縮

比（CR）10011）を用いて、海水中の 137Cs濃度から魚類中の
137Cs 濃度を推定すると、0.08 - 0.2 Bq/kg-生重量と推定さ

れる。今回、分析した魚類中の 137Cs 濃度範囲以下であり、

概ね魚類中の放射性Cs濃度は生息環境の海水濃度を反

映していたことが明らかとなった。アラ部中の 90Sr 濃度の

分析を行ったが、検出下限値（0.02 Bq/Kg-生重量）以下で

あった。また海水中の 90Sr濃度は 0.0005 - 0.0009 Bq/ Lで

あった。海産魚類の Sr 濃縮比（CR）511、12）を用いて、海水

中の 90Sr濃度から魚類可食部中の 90Sr濃度を推定すると、

0.0025 - 0.0005 Bq/kg-生重量と推定される。この推定値は、

検出下限値の 0.0002 Bq/kg-生重量以下となり、魚類中の
90Sr が検出されない理由は、魚類の生息環境の海水中の
90Sr 濃度を反映していたことが考えられる。239+240Pu は生

物の内蔵に濃縮されやすいことから内蔵部中の分析を行

ったところ、検出下限値（0.0008 Bq/kg-生重量）以下であ

った。海水中の 239+240Pu濃度と海産魚類の Pu濃縮比（CR）

40 11、13）を用いて、魚類可食部中の 239+240Pu濃度を推定す

ると、0.0002 Bq/kg-生重量と推定され、検出下限値

（0.0008 Bq/kg-生重量）以下であることから、概ね魚類中

の 239+240Pu濃度も生息環境の海水中の濃度を反映してい

たことが考えられる。ALPS 処理水の海洋放出に伴う魚類

へのトリチウムの影響も認められなかった。 

 

3. 食品中放射性Cs濃度基準値の妥当性検証及び被ば

く線量評価 

食品摂取に伴う 134Csによる被ばく線量は、137Csに比

べて 1/10以下であり、十分に低いレベルになっている。 
137Csによる被ばく線量は、「穀類」と「コメ」の合計が全

般的に高くなっているが、「穀類」と「コメ」について、「穀

類」の多くは輸入された小麦と考えられ、また国内産の麦

類に占める福島県産の割合は極めて小さい。このため事

故に起因する穀類の摂取による被ばく線量は極めて低い

と考えられる。また、本評価では玄米中濃度を使用してい

るが、精米により放射性Cs濃度は減少するため、白米を

摂取した場合には被ばく線量は本評価よりも低くなる。し

たがって、「穀類」と「コメ」による実際の線量は本推計値よ

りも低いことが考えられる。また、実際に消費される食品は
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より広範囲の産地から購入されるため、被ばく線量は本評

価値より低くなっていると考えられる。 

本評価では調理加工に伴う放射性Cs濃度の減少は考慮

していないが、調理加工によって実際に摂取する放射性

Cs濃度は減少する影響も考えられる。 
90Srによる被ばく線量について、今回検出された 90Srの

多くは大気圏核実験由来と考えられる。よって、事故由来

の 90Srによる被ばく線量はこの評価結果よりも十分に低い

と考えられる。 

 

4. 食品中放射性物質濃度と食品摂取に伴う内部被ばく

線量の評価等に関する知見の評価検討 

中国、韓国等のアジア地域およびスウェーデン等の北

欧地域における食品中の放射性物質の規制に関連する

情報を調査し、整理した。中国では、汚染率のパラメータ

は含まれていなかった。一方、香港、台湾、韓国について

は、Codexのガイドラインレベルの導出に用いられた計算

式およびパラメータが用いられており、汚染率についても

考慮されていた。 

チェルノブイリ原発事故の影響を強く受けたと考えられ

た北欧地域では、スウェーデン、フィンランドにおいては、

食品中の放射性物質の濃度と摂取頻度についての助言

や野生きのこや野生淡水魚等の摂取についての様々な

助言が行政機関のホームページ等で行われていることが

確認できた。 

 

E. 結論 

1. 農作物中Cs と長半減期核種の濃度測定に関する研

究 

南相馬市及び相馬市周辺で栽培されている作物（117

試料）を直売場で採取し、放射性 Cs 濃度を測定した結果、

基準値を超える作物はなかった。作物種毎の 137Cs 平均

濃度は、ハチミツ等を含むその他作物を除き1 Bq/kg-生重

量以下であり、表土剥ぎ取り除染やカリウムの施用により、

作物中放射性 Cs 濃度は十分に低い値であることが再確

認された。また、90Sr の平均濃度は、0.16 Bq/kg-生重量で

あった。 

 

2. 水産物食品中の放射性物質濃度等に関する研究 

福島相双海域で採取し、市場流通する水産物食品とし

て魚類中の部位別の放射性Cs と 40Kを定量した結果、

魚類可食部で 134Csは検出下限値以下で、137Cs濃度範

囲は 0.24 - 0.42 Bq/kg-生重量であった。アラ部中 90Sr濃

度や内蔵部中 239+240Pu濃度から推定する魚類中の 90Sr

濃度や 239+240Pu濃度は、検出下限値以下あるいはそれに

近い値であった。魚類が生息する福島沿岸における海水

中の放射性Cs、90Sr及び 239+240Pu濃度から海洋生物へ

の濃縮比を用いて魚類中の放射性Cs、90Sr及び 239+240Pu

濃度の推定を行った。魚類中の放射性Csは実測値と概

ね同じ濃度範囲で、90Sr及び 239+240Puは検出下限値以下

であった。つまり魚類中のこれら放射性物質濃度は生息

環境の海水中濃度を反映していることが確認された。魚類

中の 137Cs濃度に対する 90Sr及び 239+240Pu濃度の割合

は、5％以下であり、食品の基準値の算出基準の考え方
13）に対して影響を与えないものであることが確認できた。 

 

3. 食品中放射性Cs濃度基準値の妥当性検証及び被ば

く線量評価 

農作物の摂取に起因する放射性Cs及び 90Srによる内

部被ばく線量をそれぞれ推定し、比較検討を実施した。い

ずれについても、介入線量レベルである 1 mSv/年を大幅

に下回っており、また、事故に起因する 90Srの寄与は極

めて小さく、放射性Cs以外の放射性核種の割合を安全

側に考慮して算出した放射性Csの基準値は、妥当であ

ったと考えられる。 

なお、採取される山菜などの自生植物中放射性Cs濃度

については、137Cs濃度が比較的高い可能性があるが、こ

のような食品については、濃度の平均化や摂取量の取り

扱いによって被ばく線量評価結果が大きく変動することに

留意する必要がある。 

 

4. 食品中放射性物質濃度と食品摂取に伴う内部被ばく

線量の評価等に関する知見の評価検討 

これまでの調査から、各国の食品中の放射性物質の規

制値は、それぞれの国の考え方や状況に応じて決定され

ていることが確認された。一方で、規制値の設定に係わる

前提や情報がすべて開示されている訳ではないため、汚

染率、スパイス等の少量消費食品の取り扱い等について

は不明な点も多かった。諸外国の規制状況や規制値の変

遷等の調査で得られた情報は非常に有用であるものの、
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規制値の設定は、各国の考え方や、規制値設定時の国

内の食料事情等が大きく影響するため、異なるタイミング

で設定された各国の規制値を一律に比較することは困難

であると考えられた。 

 

F. 健康危険情報 

なし 
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Okada, Y. Kikawada (2023) Chemical implication of 

partition coefficient of 137Cs between aqueous and 
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17. H. Tsukada, A. Takeda, N, Yamaguchi, T. Saito, N.P. 
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18. 塚田祥文、齋藤隆、平山孝、松岡宏明、中尾淳 
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島県から採取した土壌アーカイブ試料の 137Cs存在

形態の経時変化に関する研究（第 10 回福島大学環
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厚生労働行政推進調査事業費補助金 

（食品の安全確保推進研究事業） 

 
農作物中 Cs と長半減期核種の濃度測定に関する研究 

分担研究報告 

 
分担研究者 塚田 祥文 （福島大学 環境放射能研究所） 

研究要旨 

東京電力福島第一原子力発電所事故（FDNPS 事故）により環境へ放出された放射性物質の影響を受け、食

品へ放射性物質による汚染が生じ、食品の摂取に伴う内部被ばくの影響が懸念され、厚生労働省は平成 24 年

4 月以降、食品からの内部被ばくを年間線量 1 mSv として、導出された基準値を適用している。この基準値は、

対象となる放射性 Cs 以外の核種（90Sr、106Ru、Pu）については、137Cs との放射能濃度比から、これらの核種の

濃度を推定し、設定された。先行研究では、営農再開を予定している地域を含め福島県内で栽培された農産

物について測定を行ったが、放射性 Cs 濃度は全て基準値以下で、Cs 以外の放射性物質濃度（主に 90Sr）は

大気圏核実験由来と考えられるものが多く、流通する様々な食品から放射性 Cs 以外には FDNPS 事故の影響

は見られなかった。さらに、測定結果を用いて食品摂取に伴う内部被ばく線量を計算したところ、保守的な条件

であっても十分に 1 mSv/年を下回る結果が得られた。福島県内では営農再開する地域の拡大が行われている

が、すべての地域で避難指示区域が解除された状況ではなく、解除された居住制限区域及び避難指示解除

準備区域などであっても、食品摂取による内部被ばくに対する不安は未だに大きい。そこで、FDNPS 事故から

約 12 年が経過したことを踏まえ、福島県で栽培され流通している多種多様な農作物を評価対象として作物中

放射性 Cs レベルを把握し、この 12 年間における放射性 Cs 濃度の傾向について考察を行った。また、作物中

90Sr 濃度は、これまでに得られた作物中 90Sr/Sr 濃度比を用いて類推した。 

令和 3 年度は中通りで人口が多い福島市周辺地域を対象に 102 試料、令和 4 年は浜通りで人口が多いい

わき市周辺を対象に作物 111 試料、令和 5 年度は南相馬市と相馬市周辺地域で栽培しているさまざまな作物

を網羅的に 117 試料採取し、平成 23 年の事故から 12 年以上を経過した作物中放射性 Cs 濃度を調査した。

作物としては、玄米、芋類、葉菜類、根菜類、豆類、果菜類（果実類を含む）、穀類、種実類及びその他など地

物として流通している作物を対象とした。それぞれの 137Cs 濃度は、0.22 ± 0.11（n = 3）、0.30 ± 0.15（n = 6）、

0.35 ± 0.55（n = 40）、0.75 ± 1.51（n = 10）、0.50 ± 0.20（n = 4）、0.55 ± 1.24（n = 42）、3.39 (n = 1)、0.84 

± 0.39 (n  =3)及び 1.37 ± 1.03（n = 8） Bq/kg-生重量であった。基準値を超える作物はなく、トウガラシ

（2023-P50）の 137Cs 濃度で 6.3 Bq/kg-生重量が最も高い値であった。市場では山菜などの流通も見受けられな

かった。また、平成 24 年度から実施している本課題でこれまでに得られた作物中放射性 Cs 濃度と比較し、芋

類、葉菜類、根菜類と果菜類で 137Cs 濃度の減少傾向を確認した。安定 Sr 濃度から予測した 90Sr 濃度の平均

値は、0.16 ± 0.12（n = 40、0.021 - 0.52）Bq/kg-生重量と低い値であった。 
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A. 研究目的 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災に起因

する東京電力福島第一原子力発電所（FDNPS）事故によ

り、大量の放射性物質が大気及び海洋に放出された。こ

の事故により放出された放射性物質による食品の摂取に

よる内部被ばくが懸念され、厚生労働省は平成 24 年 4 月

以降、食品からの内部被ばく線量を 1 mSv/年として導出さ

れた基準値を適用している。この基準値は、対象となる放

射性 Cs 以外の核種（90Sr、106Ru 及び Pu）については、

137Cs との放射能濃度比から、これらの核種の濃度を推定

し、設定された。また、基準値の設定の際、規制対象核種

以外の核種(例えばヨウ素-129 (129I))の影響に関しては、

いずれも影響は小さいと結論づけられ、本研究課題でも

確認されている。 

これまでに、本研究課題において営農再開を予定して

いる地域を含め福島県内で栽培された作物の放射性 Cs

や 90Sr 濃度を測定してきた。その結果、放射性 Cs 濃度は、

避難指示解除準備区域、居住制限区域等での試験栽培

によって得られた作物も含め、福島県内の流通作物は全

て基準値以下であった 1)。また、これまでに実施した本課

題 2-10)や全国モニタリング調査 11)によっても作物中 90Sr 濃

度は、福島県以外で生産されている作物中濃度の範囲に

あり、大気圏核実験由来と考えられた。さらに、測定結果

を用いて、食品摂取に伴う内部被ばくを計算したところ、

保守的な条件であっても十分に 1 mSv/年を下回る結果が

得られた。 

福島県内では表土の剥ぎ取り 12)や、カリウムの追加施

肥 13)などの低減化対策によって、営農再開する地域は拡

大したが、帰還可能となった地域であってもすべての地域

で営農再開を果たしたわけではなく、試験作付けによる作

物中放射性物質濃度の検査を継続している地域も多く、

食品摂取による内部被ばくに対する不安は未だに大きい

1)。そこで、原発事故から 12 年が経過したことを踏まえ、福

島県で栽培され流通している多種多様な農作物を評価対

象として作物中放射性 Cs 濃度を把握し、この 12 年間に

おける放射性 Cs 濃度の傾向について考察することとした。

また、作物中 90Sr 濃度は、これまでに得られた作物中

90Sr/Sr 濃度比を用いて類推した。 

 

B. 研究方法 

1. 作物採取 

南相馬市、相馬市及び新地町の産地直売場において

117 試料の作物を、令和 5 年 4 月 24日から令和 5 年 11

月 28日に採取した（表 1）。作物としては、玄米（n = 3）、芋

類（n = 6）、葉菜類（n = 40）、根菜類（n = 10）、豆類（n = 4）、

果菜類（果実類を含む n = 42）、穀類（n = 1）、種実類（n = 

3）及びその他（n = 8）など地物として流通している作物とし

た。それぞれの作物の採取重量は、90 - 30,000 g であった。 

 

2. 試料の前処理 

穀類、豆類などを除く作物は、原則水洗いした後、傷ん

でいる部分，皮などの非可食部を取り除いた。その後、賽

の目状にカットし、玄米、葉菜類、豆類などは 70 ℃で 1週

間ほど熱乾燥、比較的糖分の多い果実類、果菜類などは

2 週間ほど凍結乾燥した後、ステンレススチール製のカッ

ターブレンダー（7011 HBC, Waring Commercial）で粉砕・

混合した（表 1）。ハチミツは、前処理せずそのままの状態

で測定した。乾燥粉砕試料をプラスチック容器（U-8）に4.9 

- 120 g を詰め高さを一様にして測定試料とした（表 2）。玄

米は、2 L マリネリ容器に 1,800 - 1,840 g を詰めて測定し

た。 

 

3. 放射性 Cs 濃度の測定 

試料の放射性 Cs 及びカリウム-40 (40K)濃度を、Ge半導

体検出器（Canberra：GC2020、GC3020 及び GC4020）で

測定した。134Cs 及び 137Cs の定量には、それぞれ 604.7 

keV 及び 661.7 keV の γ 線を用い、3,600  - 755,576秒測

定した。また、40K は 1,460 keV の γ 線で定量した。日本ア

イソトープ協会製の 5 種類（高さ 5 - 50 mm、9.5 - 95.0 g）の

標準試料を用いて効率曲線を作成した。 

 

4. 90Sr 濃度の測定 

作物中 90Sr 濃度は、平成 27 年から令和元年に本課題

で得られた 90Sr/Sr 濃度比を用いて類推した 4-10)。浜通りの

作物中 Sr 濃度を ICP-質量分析装置（ICP-MS）で測定し、

90Sr/Sr 濃度比は 0.075 Bq/mg（令和 5 年に減衰補正）を用
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いて、作物中 90Sr 濃度を類推した（表 3）。 

 

C. 研究結果 

本課題で採取した試料のうち 20 試料について、外部機

関と 137Cs と 40K についてクロスチェックした結果良い一致

を示した（図 1）。作物中 134Cs、137Cs 及び 40K 濃度を表 2

に示す。平成 23 年の FDNPS 原発事故から 12 年以上が

経過し、基準値を超える作物はなく、半減期 2 年の 134Cs

を検出した試料は、セリ（2023-P19）の 1 試料のみであった。

玄米、芋類、葉菜類、根菜類、豆類、果菜類（果実類を含

む）、穀類、種実類及びその他作物の 137Cs 濃度は、それ

ぞれ 0.22 ± 0.11（n = 3）、0.30 ± 0.15（n = 6）、0.35 ± 

0.55（n = 40）、0.75 ± 1.51（n = 10）、0.50 ± 0.20（n = 4）、

0.55 ± 1.24（n = 42）、3.39 (n = 1)、0.84 ± 0.39 (n = 3)及

び 1.37 ± 1.03（n = 8） Bq/kg-生重量であった（表 4）。基

準値を超える作物はなく、トウガラシ（2023-P50）の 137Cs 濃

度が 6.3 Bq/kg-生重量と最も高い値であった。 

作物中 Sr 濃度から類推した 90Sr 濃度は、0.16 ± 0.12 

Bq/kg-生重量（n = 40，濃度範囲 0.021 - 10.52）と低い濃

度であった（表 2）。また、作物種毎の 90Sr 濃度を表 5 に示

した。その中で、芋類が最も高い 0.35 Bq/kg-生重量、根菜

類が最も低い 0.095 Bq/kg-生重量であった。 

 

D. 考察 

本課題において、平成 24 年度から令和 4 年度までに

測定した作物種別 137Cs 濃度と、令和 5 年に測定した作物

種別 137Cs 濃度を比較し、ボックスプロットを図2 に示した。

令和 3 年度から令和 5 年度の間で、137Cs 濃度に有意な

差が見られた作物種はなかった。平成 24 年度からの長期

間に亘る芋類、葉菜類、根菜類、豆類及び果菜類（果実

類を含む）の 137Cs 濃度については、変動範囲は大きいも

のの経年変化をヨンクヒール=タプストラ検定した結果、減

少傾向が認められた。 

表土の剥ぎ取り除染、K 施用による低減化対策、放射

性 Cs の減衰や土壌中放射性 Cs の交換態画分から強固

結合態画分への割合の変化によって、作物中放射性 Cs

濃度は基準値を十分に下回っていることが明らかになっ

た。しかしながら、表土の腐植除去に留まっている帰還困

難区域等から採取される山菜などの自生植物中放射性

Cs 濃度については今後も注視していく必要がある。 

  

E. 結論 

本課題では、南相馬市と相馬市周辺で栽培されている

作物を対象として採取し、作物中放射性 Cs 濃度を測定し

た。その結果、低減化対策等により作物中放射性 Cs 濃度

は全て基準値を下回り、137Cs 濃度が 5-10 Bq/kg-生重量で

あった試料はトウガラシ（2023-P50）の 1 試料のみ、1-5 

Bq/kg-生重量であった試料はミョウガ（2023-P2）、フキ

（2023-P3）、セリ（2023-P19）、バターナッツカボチャ（2023-

P32）、ユズ（2023-P36）、シソ（2023-P38）、モチムギ（2023-

P101）、ハチミツ（2023-P37、2023-P93）、マコモタケ（2023-

P104）及びクルミ（2023-P116）の 11 試料であり、1 Bq/kg-生

重量以下の割合が 90 %を占めた。一方で、圃場以外で十

分な低減化対策が行われていない地点などから採取され

ると思われる山菜などでは、比較的高い値を示すことも考

えられるため、今後も留意する必要がある。 
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分

付
近

）

2
0
2
3
-
P
7

タ
マ

ネ
ギ

葉
菜

類
2
0
2
3
/
4
/
2
4
南

相
馬

市
原

町
区

1
,
7
4
9

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
5
1
7
.
1
8

1
0
8
.
6
3

0
.
0
7
1
6

上
下

一
部

、
皮

2
0
2
3
-
P
8

エ
シ

ャ
ロ

ッ
ト

根
菜

類
2
0
2
3
/
4
/
2
4
南

相
馬

市
原

町
区

5
3
1

熱
乾

燥
　

7
0
℃

3
8
5
.
9
8

7
1
.
7
5

0
.
1
8
5
9

葉
、

茎
（

一
部

）

2
0
2
3
-
P
9

ウ
ド

葉
菜

類
2
0
2
3
/
4
/
2
4
南

相
馬

市
鹿

島
区

9
8
9

熱
乾

燥
　

7
0
℃

6
6
1
.
9
1

3
7
.
0
7

0
.
0
5
6
0

葉
、

変
色

部
分

2
0
2
3
-
P
1
0

ネ
ギ

葉
菜

類
2
0
2
3
/
4
/
2
4
相

馬
市

1
,
6
6
7

熱
乾

燥
　

7
0
℃

9
0
0
.
5
2

9
4
.
6
2

0
.
1
0
5
1

葉
、

根
元

の
変

色
部

分

2
0
2
3
-
P
1
1

ミ
ズ

ナ
葉

菜
類

2
0
2
3
/
4
/
2
4
相

馬
市

7
1
4

熱
乾

燥
　

7
0
℃

7
2
9
.
9
5

5
5
.
8
2

0
.
0
7
6
5

茎

2
0
2
3
-
P
1
2

キ
ャ

ベ
ツ

葉
菜

類
2
0
2
3
/
4
/
2
4
福

島
県

1
,
8
5
2

熱
乾

燥
　

7
0
℃

2
2
3
.
5
8

1
5
.
8
1

0
.
0
7
0
7

表
側

葉
1
~
２

枚
、

芯
の

一
部

2
0
2
3
-
P
1
3

タ
ラ

ノ
メ

葉
菜

類
2
0
2
3
/
4
/
2
4
相

馬
郡

新
地

町
1
3
3

熱
乾

燥
　

7
0
℃

9
9
.
4
9

1
6
.
7
0

0
.
1
6
7
9

茎

2
0
2
3
-
P
1
4

キ
ク

イ
モ

芋
類

2
0
2
3
/
4
/
2
4
相

馬
郡

新
地

町
1
,
1
8
4

凍
結

乾
燥

1
1
2
2
.
0
9

2
0
8
.
4
5

0
.
1
8
5
8

変
色

部
分

（
赤

）

2
0
2
3
-
P
1
5

ハ
ツ

カ
ダ

イ
コ

ン
根

菜
類

2
0
2
3
/
4
/
2
4
相

馬
郡

新
地

町
6
4
5

凍
結

乾
燥

5
3
4
.
9
6

3
5
.
1
4

0
.
0
6
5
7

葉

2
0
2
3
-
P
1
6

ス
テ

ィ
ッ

ク
セ

ニ
ョ

ー
ル

葉
菜

類
2
0
2
3
/
5
/
1
5
相

馬
郡

新
地

町
8
7
1

熱
乾

燥
　

7
0
℃

8
4
1
.
6
1

6
6
.
5
0

0
.
0
7
9
0

茎
約

5
m
m

2
0
2
3
-
P
1
7

ダ
イ

コ
ン

（
葉

）
葉

菜
類

2
0
2
3
/
5
/
1
5
相

馬
郡

新
地

町
6
8
4

熱
乾

燥
　

7
0
℃

5
7
6
.
9
2

3
9
.
2
5

0
.
0
6
8
0

茎

2
0
2
3
-
P
1
8

ダ
イ

コ
ン

（
根

）
根

菜
類

2
0
2
3
/
5
/
1
5
相

馬
郡

新
地

町
-

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
0
3
.
6
1

3
.
2
0

0
.
0
3
0
9

ひ
げ

根
、

先
の

部
分

2
0
2
3
-
P
1
9

セ
リ

葉
菜

類
2
0
2
3
/
5
/
1
5
相

馬
郡

新
地

町
3
0
9

熱
乾

燥
　

7
0
℃

2
8
6
.
4
3

2
2
.
4
9

0
.
0
7
8
5

根
元

約
1
c
m

2
0
2
3
-
P
2
0

ス
ナ

ッ
ク

エ
ン

ド
ウ

果
菜

類
2
0
2
3
/
5
/
1
5
相

馬
郡

新
地

町
5
2
7

熱
乾

燥
　

7
0
℃

5
0
2
.
5
5

5
8
.
4
3

0
.
1
1
6
3

上
下

ヘ
タ

、
ス

ジ

2
0
2
3
-
P
2
1

カ
ブ

根
菜

類
2
0
2
3
/
5
/
1
5
相

馬
市

1
,
7
4
3

熱
乾

燥
　

7
0
℃

9
0
3
.
2
0

3
6
.
2
4

0
.
0
4
0
1

葉
、

ひ
げ

根
、

先
の

部
分

2
0
2
3
-
P
2
2

サ
ヤ

エ
ン

ド
ウ

果
菜

類
2
0
2
3
/
5
/
1
5
相

馬
市

4
2
4

熱
乾

燥
　

7
0
℃

3
8
9
.
6
5

4
8
.
6
4

0
.
1
2
4
8

上
下

ヘ
タ

、
ス

ジ

2
0
2
3
-
P
2
3

キ
ュ

ウ
リ

果
菜

類
2
0
2
3
/
5
/
1
5
相

馬
市

1
,
5
6
8

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
5
3
7
.
7
7

5
6
.
9
9

0
.
0
3
7
1

上
下

ヘ
タ

2
0
2
3
-
P
2
4

ニ
ン

ニ
ク

葉
菜

類
2
0
2
3
/
5
/
1
5
相

馬
市

7
7
9

熱
乾

燥
　

7
0
℃

3
3
2
.
8
4

8
7
.
1
7

0
.
2
6
1
9

皮
（

外
側

・
内

側
）

、
薄

皮
、

根
元

2
0
2
3
-
P
2
5

ブ
ロ

ッ
コ

リ
ー

葉
菜

類
2
0
2
3
/
6
/
6
南

相
馬

市
原

町
区

1
,
7
3
7

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
7
0
2
.
3
1

1
4
6
.
2
4

0
.
0
8
5
9

芯
の

中
心

・
下

の
部

分
、

葉
、

変
色

部
分

2
0
2
3
-
P
2
6

ハ
ク

サ
イ

葉
菜

類
2
0
2
3
/
6
/
6
南

相
馬

市
原

町
区

3
,
9
4
5

熱
乾

燥
　

7
0
℃

3
7
4
8
.
8
6

1
4
5
.
5
3

0
.
0
3
8
8

芯
、

変
色

部
分

2
0
2
3
-
P
2
7

ダ
イ

コ
ン

根
菜

類
2
0
2
3
/
6
/
6
南

相
馬

市
原

町
区

3
,
0
5
3

熱
乾

燥
　

7
0
℃

2
4
8
3
.
1
8

6
5
.
3
3

0
.
0
2
6
3

葉
、

皮
、

先
の

部
分

2
0
2
3
-
P
2
8

ニ
ン

ジ
ン

根
菜

類
2
0
2
3
/
6
/
6
南

相
馬

市
小

高
区

9
3
9

熱
乾

燥
　

7
0
℃

7
7
5
.
6
5

5
2
.
9
0

0
.
0
6
8
2

ヘ
タ

、
先

の
部

分
、

皮

2
0
2
3
-
P
2
9

イ
ン

ゲ
ン

マ
メ

果
菜

類
2
0
2
3
/
6
/
6
南

相
馬

市
原

町
区

？
5
6
9

熱
乾

燥
　

7
0
℃

5
5
5
.
0
0

3
8
.
7
6

0
.
0
6
9
8

上
下

ヘ
タ

2
0
2
3
-
P
3
0

シ
ュ

ン
ギ

ク
葉

菜
類

2
0
2
3
/
6
/
6
南

相
馬

市
原

町
区

7
1
2

熱
乾

燥
　

7
0
℃

7
2
7
.
7
7

5
7
.
5
9

0
.
0
7
9
1

茎
の

下
の

部
分

、
葉

の
一

部

2
0
2
3
-
P
3
1

イ
チ

ゴ
果

菜
類

2
0
2
3
/
6
/
6
南

相
馬

市
原

町
区

1
,
5
1
7

凍
結

乾
燥

1
4
4
1
.
8
1

1
3
6
.
7
4

0
.
0
9
4
8

ヘ
タ

、
落

下

2
0
2
3
-
P
3
2

サ
ニ

ー
レ

タ
ス

葉
菜

類
2
0
2
3
/
6
/
6
南

相
馬

市
原

町
区

1
,
0
4
6

熱
乾

燥
　

7
0
℃

9
9
1
.
2
2

4
2
.
4
0

0
.
0
4
2
8

芯
、

変
色

部
分

2
0
2
3
-
P
3
3

チ
ン

ゲ
ン

サ
イ

葉
菜

類
2
0
2
3
/
6
/
6
南

相
馬

市
原

町
区

8
2
7

熱
乾

燥
　

7
0
℃

8
1
2
.
0
7

5
9
.
9
9

0
.
0
7
3
9

根
元

部
分

2
0
2
3
-
P
3
4

ジ
ャ

ガ
イ

モ
芋

類
2
0
2
3
/
6
/
6
南

相
馬

市
原

町
区

1
,
7
4
9

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
4
7
7
.
6
0

2
5
6
.
5
8

0
.
1
7
3
6

皮
、

芽

2
0
2
3
-
P
3
5

ズ
ッ

キ
ー

ニ
果

菜
類

2
0
2
3
/
6
/
6
南

相
馬

市
鹿

島
区

1
,
4
5
1

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
4
0
6
.
0
1

4
2
.
0
7

0
.
0
2
9
9

上
下

ヘ
タ

2
0
2
3
-
P
3
6

ブ
ル

ー
ベ

リ
ー

果
実

類
2
0
2
3
/
6
/
6
南

相
馬

市
原

町
区

4
7
1

凍
結

乾
燥

4
7
2
.
0
6

6
4
.
5
8

0
.
1
3
6
8

ヘ
タ

2
0
2
3
-
P
3
7

ハ
チ

ミ
ツ

そ
の

他
2
0
2
3
/
6
/
6
福

島
県

3
0
0

-
-

-
1
.
0
0
0
0

2
0
2
3
-
P
3
8

ラ
ズ

ベ
リ

ー
果

実
類

2
0
2
3
/
6
/
2
0
相

馬
市

4
5
0

凍
結

乾
燥

4
5
4
.
1
8

7
1
.
5
2

0
.
1
5
7
5

無
し

2
0
2
3
-
P
3
9

ハ
チ

ミ
ツ

そ
の

他
2
0
2
3
/
6
/
2
0
福

島
県

3
0
0

-
-

-
1
.
0
0
0
0

2
0
2
3
-
P
4
0

カ
ボ

チ
ャ

果
菜

類
2
0
2
3
/
6
/
2
0
相

馬
市

1
,
4
6
9

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
2
1
4
.
3
3

3
2
9
.
8
6

0
.
2
7
1
6

わ
た

、
種
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表
１
　
令
和
５
年
度
採
取
農
作
物
一
覧
お
よ
び
前
処
理
（
2
/3

）

2
0
2
3
-
P
4
1

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

果
菜

類
2
0
2
3
/
6
/
2
0
相

馬
市

1
,
6
1
2

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
0
2
1
.
5
9

2
2
3
.
1
7

0
.
2
1
8
5

ひ
げ

、
芯

、
つ

ぶ
れ

た
実

2
0
2
3
-
P
4
2

ウ
メ

果
実

類
2
0
2
3
/
6
/
2
0
相

馬
市

2
,
1
9
3

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
5
4
6
.
1
5

1
4
0
.
3
8

0
.
0
9
0
8

ヘ
タ

、
種

（
実

の
付

着
あ

り
）

2
0
2
3
-
P
4
3

エ
ダ

マ
メ

果
菜

類
2
0
2
3
/
6
/
2
0
相

馬
市

8
9
5

熱
乾

燥
　

7
0
℃

4
2
4
.
1
4

1
2
2
.
3
1

0
.
2
8
8
4

さ
や

、
薄

皮
（

一
部

）
、

落
下

2
0
2
3
-
P
4
4

シ
ソ

（
青

）
葉

菜
類

2
0
2
3
/
6
/
2
0
相

馬
市

1
2
5

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
1
8
.
7
9

1
3
.
7
6

0
.
1
1
5
8

軸
、

葉
の

変
色

部
分

2
0
2
3
-
P
4
5

シ
ソ

（
赤

）
葉

菜
類

2
0
2
3
/
6
/
2
0
相

馬
市

7
3
1

熱
乾

燥
　

7
0
℃

2
4
4
.
9
7

3
8
.
6
4

0
.
1
5
7
7

軸
、

茎
、

根

2
0
2
3
-
P
4
6

オ
カ

ワ
カ

メ
葉

菜
類

2
0
2
3
/
6
/
2
0
相

馬
郡

新
地

町
3
9
9

熱
乾

燥
　

7
0
℃

4
0
6
.
9
0

2
5
.
3
0

0
.
0
6
2
2

無
し

2
0
2
3
-
P
4
7

ハ
ワ

サ
ビ

葉
菜

類
2
0
2
3
/
6
/
2
0
相

馬
市

5
0
0

熱
乾

燥
　

7
0
℃

4
7
9
.
2
6

4
2
.
2
3

0
.
0
8
8
1

茎
の

変
色

部
分

2
0
2
3
-
P
4
8

モ
ロ

ヘ
イ

ヤ
葉

菜
類

2
0
2
3
/
7
/
4
南

相
馬

市
原

町
区

4
8
6

熱
乾

燥
　

7
0
℃

4
9
1
.
4
1

6
5
.
6
3

0
.
1
3
3
6

茎
　

下
の

部
分

2
0
2
3
-
P
4
9

エ
ゴ

マ
そ

の
他

2
0
2
3
/
7
/
4
南

相
馬

市
鹿

島
区

2
8
3

熱
乾

燥
　

7
0
℃

2
3
9
.
1
1

2
2
5
.
9
0

0
.
9
4
4
8

2
0
2
3
-
P
5
0

ト
ウ

ガ
ラ

シ
果

菜
類

2
0
2
3
/
7
/
4
南

相
馬

市
小

高
区

1
1
7

熱
乾

燥
　

7
0
℃

6
7
.
5
5

5
8
.
5
3

0
.
8
6
6
5

ヘ
タ

、
種

、
わ

た
（

一
部

）

2
0
2
3
-
P
5
1

プ
ラ

ム
果

実
類

2
0
2
3
/
7
/
4
南

相
馬

市
原

町
区

1
,
6
3
3

凍
結

乾
燥

1
3
6
5
.
4
0

1
3
3
.
5
1

0
.
0
9
7
8

腐
敗

、
種

、
ヘ

タ

2
0
2
3
-
P
5
2

ツ
ル

ム
ラ

サ
キ

葉
菜

類
2
0
2
3
/
7
/
4
南

相
馬

市
原

町
区

1
,
1
2
3

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
0
8
0
.
7
1

6
5
.
2
5

0
.
0
6
0
4

茎
　

下
の

部
分

2
0
2
3
-
P
5
3

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

葉
菜

類
2
0
2
3
/
7
/
4
南

相
馬

市
原

町
区

6
1
8

熱
乾

燥
　

7
0
℃

5
5
1
.
1
2

2
9
.
7
0

0
.
0
5
3
9

下
部

約
2
 
c
m

2
0
2
3
-
P
5
4

パ
セ

リ
葉

菜
類

2
0
2
3
/
7
/
4
南

相
馬

市
原

町
区

3
9
4

熱
乾

燥
　

7
0
℃

2
7
3
.
0
9

3
6
.
3
0

0
.
1
3
2
9

茎

2
0
2
3
-
P
5
5

ピ
ー

マ
ン

果
菜

類
2
0
2
3
/
7
/
4
南

相
馬

市
原

町
区

9
7
5

熱
乾

燥
　

7
0
℃

7
0
2
.
9
3

3
9
.
6
2

0
.
0
5
6
4

ヘ
タ

、
種

、
わ

た
、

痛
み

部
分

2
0
2
3
-
P
5
6

ナ
ス

果
菜

類
2
0
2
3
/
7
/
4
南

相
馬

市
原

町
区

1
,
4
1
9

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
2
8
2
.
2
6

8
5
.
2
2

0
.
0
6
6
5

上
下

ヘ
タ

2
0
2
3
-
P
5
7

サ
ト

イ
モ

茎
（

カ
ラ

ド
リ

）
果

菜
類

2
0
2
3
/
7
/
4
南

相
馬

市
原

町
区

1
,
6
2
5

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
3
1
4
.
5
8

6
8
.
6
6

0
.
0
5
2
2

上
下

の
一

部
、

痛
み

部
分

2
0
2
3
-
P
5
8

パ
プ

リ
カ

果
菜

類
2
0
2
3
/
7
/
4
南

相
馬

市
原

町
区

1
,
3
0
5

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
0
3
7
.
4
2

5
7
.
9
8

0
.
0
5
5
9

上
下

ヘ
タ

、
種

、
わ

た

2
0
2
3
-
P
5
9

ゴ
ー

ヤ
果

菜
類

2
0
2
3
/
7
/
1
8
相

馬
郡

新
地

町
1
,
0
3
5

熱
乾

燥
　

7
0
℃

8
8
1
.
1
9

4
1
.
4
0

0
.
0
4
7
0

上
下

ヘ
タ

、
種

、
わ

た

2
0
2
3
-
P
6
0

ツ
ル

ム
ラ

サ
キ

葉
菜

類
2
0
2
3
/
7
/
1
8
相

馬
市

7
1
1

熱
乾

燥
　

7
0
℃

7
3
3
.
3
1

5
0
.
3
6

0
.
0
6
8
7

無
し

2
0
2
3
-
P
6
1

コ
マ

ツ
ナ

葉
菜

類
2
0
2
3
/
7
/
1
8
相

馬
市

1
,
0
1
2

熱
乾

燥
　

7
0
℃

9
3
6
.
8
9

5
2
.
8
0

0
.
0
5
6
4

茎
の

下
部

分

2
0
2
3
-
P
6
2

ト
マ

ト
果

菜
類

2
0
2
3
/
7
/
1
8
相

馬
市

1
,
4
8
8

凍
結

乾
燥

9
1
7
.
9
7

8
9
.
9
3

0
.
0
9
8
0

ヘ
タ

、
痛

み

2
0
2
3
-
P
6
3

パ
ク

チ
ー

葉
菜

類
2
0
2
3
/
7
/
1
8
相

馬
郡

新
地

町
1
3
9

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
2
2
.
4
0

1
2
.
5
7

0
.
1
0
2
7

根

2
0
2
3
-
P
6
4

オ
ク

ラ
果

菜
類

2
0
2
3
/
7
/
1
8
相

馬
市

5
5
0

熱
乾

燥
　

7
0
℃

4
6
0
.
3
1

4
0
.
9
7

0
.
0
8
9
0

ヘ
タ

2
0
2
3
-
P
6
5

シ
シ

ト
ウ

果
菜

類
2
0
2
3
/
7
/
1
8
相

馬
市

3
7
8

熱
乾

燥
　

7
0
℃

3
3
7
.
2
2

2
9
.
1
6

0
.
0
8
6
5

ヘ
タ

2
0
2
3
-
P
6
6

プ
リ

ン
ス

メ
ロ

ン
果

菜
類

2
0
2
3
/
7
/
1
8
相

馬
市

2
,
1
7
4

凍
結

乾
燥

9
8
6
.
0
0

1
4
1
.
1
6

0
.
1
4
3
2

皮
、

種
、

わ
た

（
一

部
）

2
0
2
3
-
P
6
7

キ
ク

ラ
ゲ

そ
の

他
2
0
2
3
/
7
/
1
8
相

馬
市

3
4
5

熱
乾

燥
　

7
0
℃

3
3
6
.
2
7

3
2
.
2
9

0
.
0
9
6
0

石
づ

き

2
0
2
3
-
P
6
8

ウ
リ

果
菜

類
2
0
2
3
/
8
/
8
南

相
馬

市
鹿

島
区

1
,
8
7
9

凍
結

乾
燥

7
8
0
.
0
9

1
0
6
.
3
3

0
.
1
3
6
3

皮
、

種
、

わ
た

2
0
2
3
-
P
6
9

シ
ロ

ナ
ス

果
菜

類
2
0
2
3
/
8
/
8
南

相
馬

市
鹿

島
区

1
,
5
5
6

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
4
4
3
.
1
2

9
3
.
0
8

0
.
0
6
4
5

ヘ
タ

、
が

く
、

傷
の

あ
っ

た
部

分

2
0
2
3
-
P
7
0

ク
ウ

シ
ン

サ
イ

葉
菜

類
2
0
2
3
/
8
/
8
南

相
馬

市
原

町
区

7
1
4

熱
乾

燥
　

7
0
℃

6
9
7
.
7
9

6
6
.
1
4

0
.
0
9
4
8

茎
最

下
部

約
1
～

2
c
m

2
0
2
3
-
P
7
1

リ
ン

ゴ
果

実
類

2
0
2
3
/
8
/
8
南

相
馬

市
原

町
区

1
,
7
8
5

凍
結

乾
燥

1
2
5
9
.
8
9

1
7
0
.
2
4

0
.
1
3
5
1

皮
、

種
、

芯
、

ヘ
タ

、
痛

み

2
0
2
3
-
P
7
2

ナ
シ

果
実

類
2
0
2
3
/
8
/
8
相

馬
市

3
,
0
8
5

凍
結

乾
燥

2
0
5
5
.
5
6

2
8
3
.
2
1

0
.
1
3
7
8

皮
、

種
、

芯
、

ヘ
タ

、
痛

み
、

落
下

2
0
2
3
-
P
7
3

ス
イ

カ
果

菜
類

2
0
2
3
/
8
/
8
南

相
馬

市
原

町
区

2
,
3
6
8

凍
結

乾
燥

1
3
3
1
.
3
4

1
4
3
.
9
5

0
.
1
0
8
1

皮
、

種

2
0
2
3
-
P
7
4

ハ
ッ

ク
ル

ベ
リ

ー
果

実
類

2
0
2
3
/
8
/
8
相

馬
市

1
,
0
0
2

凍
結

乾
燥

1
0
0
0
.
7
5

1
2
9
.
9
4

0
.
1
2
9
8

無
し

2
0
2
3
-
P
7
5

ブ
ド

ウ
果

実
類

2
0
2
3
/
8
/
8
相

馬
市

1
,
6
5
3

凍
結

乾
燥

1
0
7
6
.
6
2

1
9
8
.
9
5

0
.
1
8
4
8

皮
、

枝

2
0
2
3
-
P
7
6

イ
チ

ジ
ク

果
実

類
2
0
2
3
/
8
/
2
2
相

馬
郡

新
地

町
2
,
2
0
2

凍
結

乾
燥

1
4
2
4
.
1
8

2
1
6
.
6
2

0
.
1
5
2
1

皮
、

ヘ
タ

、
腐

敗

2
0
2
3
-
P
7
7

サ
ツ

マ
イ

モ
芋

類
2
0
2
3
/
8
/
2
2
相

馬
市

1
,
0
6
4

熱
乾

燥
　

7
0
℃

1
0
3
7
.
3
0

3
5
4
.
9
5

0
.
3
4
2
2

上
下

ヘ
タ

、
ひ

げ
根

（
一

部
）

2
0
2
3
-
P
7
8

ダ
イ

ズ
豆

類
2
0
2
3
/
8
/
2
2
相

馬
市

3
1
9

熱
乾

燥
　

7
0
℃

3
1
8
.
7
8

2
9
0
.
2
6

0
.
9
1
0
5

無
し

2
0
2
3
-
P
7
9

ダ
イ

ズ
（

ク
ロ

）
豆

類
2
0
2
3
/
8
/
2
2
相

馬
市

2
9
6

熱
乾

燥
　

7
0
℃

2
9
6
.
6
7

2
7
3
.
5
4

0
.
9
2
2
0

無
し

2
0
2
3
-
P
8
0

サ
ラ

ダ
ナ

葉
菜

類
2
0
2
3
/
8
/
2
2
南

相
馬

市
原

町
区

4
5
6

熱
乾

燥
　

7
0
℃

3
8
1
.
6
2

1
8
.
4
8

0
.
0
4
8
4

芯



 17 

 

  
表
１
　
令
和
５
年
度
採
取
農
作
物
一
覧
お
よ
び
前
処
理
（
3
/3
）

2
0
2
3
-
P
8
1

バ
ジ
ル

葉
菜
類

2
0
2
3
/
8
/
2
2
南
相
馬
市
原
町
区

9
0
熱
乾
燥
　
7
0
℃

6
9
.
7
4

8
.
8
7

0
.
1
2
7
2
茎
、
枯
れ
葉

2
0
2
3
-
P
8
2

バ
タ
ー
ナ
ッ
ツ
カ
ボ
チ
ャ

果
菜
類

2
0
2
3
/
9
/
5
南
相
馬
市
小
高
区

1
,
6
4
9
熱
乾
燥
　
7
0
℃

1
3
8
2
.
6
9

1
4
4
.
6
0

0
.
1
0
4
6
皮
、
種
、
わ
た
、
ヘ
タ

2
0
2
3
-
P
8
3

ト
ウ
ガ
ン

果
菜
類

2
0
2
3
/
9
/
5
南
相
馬
市
小
高
区

4
,
3
2
0
熱
乾
燥
　
7
0
℃

2
8
3
1
.
5
9

7
5
.
4
5

0
.
0
2
6
6
皮
、
種
、
わ
た
、
ヘ
タ

2
0
2
3
-
P
8
4

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

葉
菜
類

2
0
2
3
/
9
/
5
相
馬
郡
新
地
町

3
1
8
熱
乾
燥
　
7
0
℃

3
1
0
.
9
5

4
0
.
6
1

0
.
1
3
0
6
茎
最
下
部
約
1
c
m

2
0
2
3
-
P
8
5

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

果
実
類

2
0
2
3
/
9
/
5
相
馬
郡
新
地
町

1
,
5
4
1
凍
結
乾
燥

1
4
8
8
.
3
5

2
7
0
.
3
5

0
.
1
8
1
6
枝
、
種
、
痛
み

2
0
2
3
-
P
8
6

ユ
ズ

果
実
類

2
0
2
3
/
9
/
5
相
馬
市
椎
木

9
9
6
凍
結
乾
燥

7
3
5
.
6
2

1
6
0
.
8
1

0
.
2
1
8
6
種
、
ヘ
タ
、
落
下

2
0
2
3
-
P
8
7

サ
ト
イ
モ

芋
類

2
0
2
3
/
9
/
2
7
南
相
馬
市
原
町
区

1
,
4
7
8
熱
乾
燥
　
7
0
℃

1
0
1
5
.
5
5

1
8
8
.
8
8

0
.
1
8
6
0
皮
、
上
下
一
部

2
0
2
3
-
P
8
8

シ
ソ
（
実
）

そ
の
他

2
0
2
3
/
9
/
2
7
南
相
馬
市
原
町
区

3
8
0
熱
乾
燥
　
7
0
℃

3
9
4
.
5
3

9
2
.
0
3

0
.
2
3
3
3
茎

2
0
2
3
-
P
8
9

ア
ロ
エ

そ
の
他

2
0
2
3
/
9
/
2
7
南
相
馬
市
原
町
区

2
,
2
4
8
熱
乾
燥
　
7
0
℃

1
3
9
8
.
6
3

1
2
.
7
2

0
.
0
0
9
1
皮
、
最
下
部
約
2
c
m
、
先
の
部
分

2
0
2
3
-
P
9
0

ク
リ

種
実
類

2
0
2
3
/
9
/
2
7
相
馬
市

1
,
0
7
2
熱
乾
燥
　
7
0
℃

4
2
6
.
5
6

1
8
0
.
7
4

0
.
4
2
3
7
皮
、
腐
敗
、
虫
食
い
、
落
下

2
0
2
3
-
P
9
1

ス
ダ
チ

果
実
類

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
相
馬
郡
新
地
町

7
6
3
熱
乾
燥
　
7
0
℃

6
3
4
.
0
4

9
7
.
8
6

0
.
1
5
4
3
ヘ
タ
、
種

2
0
2
3
-
P
9
2

キ
ウ
イ

果
実
類

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
相
馬
郡
新
地
町

1
,
4
0
9
凍
結
乾
燥

9
9
0
.
9
3

1
4
4
.
7
9

0
.
1
4
6
1
皮
、
ヘ
タ

2
0
2
3
-
P
9
3

ハ
チ
ミ
ツ

そ
の
他

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
相
馬
郡
新
地
町

2
5
0

-
-

-
1
.
0
0
0
0

2
0
2
3
-
P
9
4

ハ
ヤ
ト
ウ
リ

果
菜
類

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
相
馬
郡
新
地
町

1
,
3
9
8
熱
乾
燥
　
7
0
℃

1
2
3
4
.
3
6

4
8
.
2
6

0
.
0
3
9
1
皮
、
種

2
0
2
3
-
P
9
5

コ
ン
ニ
ャ
ク
イ
モ

芋
類

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
相
馬
市

1
,
4
1
6
熱
乾
燥
　
7
0
℃

1
1
6
2
.
5
7

1
5
5
.
5
2

0
.
1
3
3
8
皮
、
芽
、
痛
み

2
0
2
3
-
P
9
6

ハ
バ
ネ
ロ

果
菜
類

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
相
馬
市

2
6
5
熱
乾
燥
　
7
0
℃

1
9
4
.
5
4

1
8
.
3
2

0
.
0
9
4
2
ヘ
タ
、
種
、
わ
た
、
痛
み

2
0
2
3
-
P
9
7

キ
ク

葉
菜
類

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
相
馬
郡
新
地
町

3
8
1
熱
乾
燥
　
7
0
℃

3
3
6
.
3
0

4
0
.
6
7

0
.
1
2
0
9
ヘ
タ

2
0
2
3
-
P
9
8

カ
キ

果
実
類

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
相
馬
市

1
,
4
9
6
凍
結
乾
燥

9
8
6
.
7
4

1
5
4
.
4
6

0
.
1
5
6
5
ヘ
タ
、
皮
、
痛
み

2
0
2
3
-
P
9
9

シ
ョ
ウ
ガ

根
菜
類

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
相
馬
市

9
2
1
熱
乾
燥
　
7
0
℃

7
0
6
.
6
4

4
9
.
1
3

0
.
0
6
9
5
葉
、
剝
が
れ
た
皮

2
0
2
3
-
P
1
0
0
ラ
ッ
カ
セ
イ

豆
類

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
相
馬
市

6
1
3
熱
乾
燥
　
7
0
℃

2
5
6
.
1
5

1
9
7
.
8
1

0
.
7
7
2
2
殻
、
腐
敗
、
落
下

2
0
2
3
-
P
1
0
1
モ
チ
麦

そ
の
他

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
南
相
馬
市

4
8
4
熱
乾
燥
　
7
0
℃

4
8
4
.
3
5

4
3
2
.
3
2

0
.
8
9
2
6
無
し

2
0
2
3
-
P
1
0
2
ゲ
ン
マ
イ
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

玄
米

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
相
馬
市

4
,
9
8
5
熱
乾
燥
　
7
0
℃

2
7
1
4
.
2
8

2
3
7
0
.
5
1

0
.
8
7
3
3
無
し

2
0
2
3
-
P
1
0
3
ゲ
ン
マ
イ
（
天
の
つ
ぶ
）

玄
米

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
相
馬
市

4
,
9
9
8
熱
乾
燥
　
7
0
℃

2
7
5
7
.
3
2

2
4
4
2
.
2
3

0
.
8
8
5
7
無
し

2
0
2
3
-
P
1
0
4
マ
コ
モ
タ
ケ

根
菜
類

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
南
相
馬
市
原
町
区

1
,
0
7
6
熱
乾
燥
　
7
0
℃

4
9
2
.
2
7

4
2
.
4
4

0
.
0
8
6
2
葉
、
皮
、
ヘ
タ

2
0
2
3
-
P
1
0
5
コ
ー
ル
ラ
ビ

葉
菜
類

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
南
相
馬
市
鹿
島
区

1
,
1
4
3
熱
乾
燥
　
7
0
℃

5
6
0
.
6
6

2
8
.
3
8

0
.
0
5
0
6
上
下
ヘ
タ
、
皮
、
葉
、
茎

2
0
2
3
-
P
1
0
6
パ
パ
イ
ヤ

果
菜
類

2
0
2
3
/
1
0
/
2
4
相
馬
郡
新
地
町

1
,
8
5
3
熱
乾
燥
　
7
0
℃

1
5
5
5
.
5
3

1
0
7
.
4
9

0
.
0
6
9
1
皮
、
ヘ
タ
、
種
、
わ
た

2
0
2
3
-
P
1
0
7
ヤ
ー
コ
ン

根
菜
類

2
0
2
3
/
1
1
/
2
8
南
相
馬
市
原
町
区

1
,
0
5
8
熱
乾
燥
　
7
0
℃

9
2
1
.
0
0

1
3
3
.
4
6

0
.
1
4
4
9
皮
、
痛
み
、
両
端

2
0
2
3
-
P
1
0
8
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

葉
菜
類

2
0
2
3
/
1
1
/
2
8
南
相
馬
市
原
町
区

9
6
0
熱
乾
燥
　
7
0
℃

7
7
4
.
9
0

6
3
.
8
6

0
.
0
8
2
4
茎
、
葉

2
0
2
3
-
P
1
0
9
ヤ
マ
イ
モ

芋
類

2
0
2
3
/
1
1
/
2
8
南
相
馬
市
原
町
区

1
,
5
2
3
熱
乾
燥
　
7
0
℃

1
3
5
0
.
8
7

1
8
9
.
0
7

0
.
1
4
0
0
皮
、
変
色
部
分

2
0
2
3
-
P
1
1
0
ギ
ン
ナ
ン

種
実
類

2
0
2
3
/
1
1
/
2
8
相
馬
郡
新
地
町

5
9
7
熱
乾
燥
　
7
0
℃

4
2
6
.
4
0

2
1
5
.
0
8

0
.
5
0
4
4
殻
、
薄
皮
、
落
下

2
0
2
3
-
P
1
1
1
タ
イ
ナ

葉
菜
類

2
0
2
3
/
1
1
/
2
8
南
相
馬
市
小
高
区

1
,
1
2
3
熱
乾
燥
　
7
0
℃

1
0
1
3
.
0
6

6
2
.
8
7

0
.
0
6
2
1
茎
最
下
部

2
0
2
3
-
P
1
1
2
タ
ア
サ
イ

葉
菜
類

2
0
2
3
/
1
1
/
2
8
相
馬
市

7
9
2
熱
乾
燥
　
7
0
℃

7
5
5
.
9
4

3
8
.
1
3

0
.
0
5
0
4
茎
最
下
部

2
0
2
3
-
P
1
1
3
ナ
バ
ナ

葉
菜
類

2
0
2
3
/
1
1
/
2
8
相
馬
市

7
5
6
熱
乾
燥
　
7
0
℃

7
7
3
.
1
9

9
0
.
6
0

0
.
1
1
7
2
無
し

2
0
2
3
-
P
1
1
4
ア
ズ
キ

豆
類

2
0
2
3
/
1
1
/
2
8
相
馬
市

3
1
0
熱
乾
燥
　
7
0
℃

3
0
9
.
3
7

2
6
4
.
9
3

0
.
8
5
6
4
無
し

2
0
2
3
-
P
1
1
5
カ
リ
ン

果
実
類

2
0
2
3
/
1
1
/
2
8
相
馬
郡
新
地
町

1
,
8
8
6
熱
乾
燥
　
7
0
℃

1
3
2
3
.
7
6

2
7
7
.
7
7

0
.
2
0
9
8
皮
、
両
端
、
種

2
0
2
3
-
P
1
1
6
ク
ル
ミ

種
実
類

2
0
2
3
/
1
1
/
2
8
相
馬
郡
新
地
町

7
9
4
熱
乾
燥
　
7
0
℃

2
2
8
.
9
4

2
2
0
.
1
7

0
.
9
6
1
7
殻

2
0
2
3
-
P
1
1
7
ゲ
ン
マ
イ
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

玄
米

2
0
2
3
/
1
1
/
2
8
相
馬
郡
新
地
町

3
0
,
0
0
0
熱
乾
燥
　
7
0
℃

3
1
3
8
.
4
3

2
7
6
1
.
5
2

0
.
8
7
9
9
無
し
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2
　
放
射
能
測
定
結
果
（
1
/
3
）

9
0
S
r

試
料
名

作
物

試
料
重
量

(
g
)

試
料
高
さ

(
c
m
)

測
定
時
間

(
s
)

2
0
2
3
-
P
1

ニ
ラ

3
0
.
5
1
9

4
.
2
5
3
0
0
,
0
0
0

<
1
.
1
2

1
.
2
9
±

0
.
2
3

1
,
4
8
8
±

1
4

<
0
.
1
2

0
.
1
4
±

0
.
0
2

1
5
9
±

1
.
5

0
.1
9

2
0
2
3
-
P
2

ミ
ョ
ウ
ガ

2
2
.
7
1
9

2
.
8
5

8
0
,
0
0
0

<
3
.
2
5

2
6
.
3
7
±

1
.
1
9

2
,
8
5
8
±

4
0

<
0
.
1
8

1
.
4
4
±

0
.
0
6

1
5
6
±

2
.
2

0
.1
3

2
0
2
3
-
P
3

フ
キ

5
4
.
2
5
1

4
8
0
,
0
0
0

<
1
.
2
6

1
7
.
9
7
±

0
.
4
9

2
,
2
6
5
±

1
9

<
0
.
0
9

1
.
2
6
±

0
.
0
3

1
5
9
±

1
.
4

0
.2
1

2
0
2
3
-
P
4

ゴ
ボ
ウ

5
3
.
2
6
9

4
.
0
5
3
0
0
,
0
0
0

<
0
.
6
5

1
.
4
4
±

0
.
1
6

1
,
1
1
0
±

9
<

0
.
0
6

0
.
1
3
±

0
.
0
1

1
0
1
±

0
.
8

0
.1
8

2
0
2
3
-
P
5

ツ
ボ
ミ
ナ

3
9
.
1
5
8

4
.
4
3
0
0
,
0
0
0

<
0
.
9
2

2
.
0
9
±

0
.
2
2

1
,
1
4
2
±

1
1

<
0
.
1
0

0
.
2
3
±

0
.
0
2

1
2
7
±

1
.
3

0
.2
8

2
0
2
3
-
P
6

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

3
5
.
1
8
9

4
.
2
5
3
0
0
,
0
0
0

<
1
.
0
4

1
.
7
1
±

0
.
2
4

3
,
7
2
9
±

2
1

<
0
.
0
8

0
.
1
3
±

0
.
0
2

2
7
3
±

1
.
5

0
.2
9

2
0
2
3
-
P
7

タ
マ
ネ
ギ

6
8
.
7
2
3

4
.
5
5
3
4
9
,
3
6
3

<
0
.
3
4

0
.
3
1
±

0
.
0
9

5
1
0
±

4
<

0
.
0
2

0
.
0
2
±

0
.
0
0
7

3
7
±

0
.
3

0
.1
1

2
0
2
3
-
P
8

エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト

6
2
.
5
8
9

4
.
5
1
9
3
,
6
7
8

<
0
.
7
0

1
.
9
8
±

0
.
2
0

5
6
5
±

8
<

0
.
1
3

0
.
3
7
±

0
.
0
4

1
0
5
±

1
.
5

0
.1
1

2
0
2
3
-
P
9

ウ
ド

3
3
.
3
7
9

2
.
4
5
2
6
4
,
8
6
0

<
0
.
6
8

3
.
4
4
±

0
.
1
7

1
,
8
8
6
±

1
1

<
0
.
0
4

0
.
1
9
<

0
.
0
1

1
0
6
±

0
.
6

0
.0
5

2
0
2
3
-
P
1
0

ネ
ギ

4
0
.
5
9
7

3
.
7
3
0
0
,
0
0
0

<
0
.
7
8

<
0
.
6
6

6
6
0
±

8
<

0
.
0
8

<
0
.
0
7

6
9
±

0
.
9

0
.1
0

2
0
2
3
-
P
1
1

ミ
ズ
ナ

3
1
.
0
3
0

4
.
2
3
0
0
,
0
0
0

<
1
.
1
4

<
1
.
0
6

1
,
9
4
6
±

1
7

<
0
.
0
9

<
0
.
0
8

1
4
9
±

1
.
3

0
.4
8

2
0
2
3
-
P
1
2

キ
ャ
ベ
ツ

1
3
.
1
5
3

1
.
4
3
0
0
,
0
0
0

<
1
.
7
0

2
.
6
8
±

0
.
4
4

1
,
3
9
3
±

1
8

<
0
.
1
2

0
.
1
9
±

0
.
0
3

9
9
±

1
.
2

0
.0
8

2
0
2
3
-
P
1
3

タ
ラ
ノ
メ

1
3
.
7
8
5

1
.
2
5
1
8
1
,
2
9
0

<
2
.
1
4

5
.
8
8
±

0
.
5
8

1
,
0
9
3
±

2
0

<
0
.
3
6

0
.
9
9
±

0
.
1
0

1
8
3
±

3
.
4

0
.4
3

2
0
2
3
-
P
1
4

キ
ク
イ
モ

3
4
.
5
5
1

3
.
6
1
7
5
,
5
0
5

<
0
.
7
9

2
.
4
0
±

0
.
2
0

8
4
3
±

1
0

<
0
.
1
5

0
.
4
5
±

0
.
0
4

1
5
7
±

1
.
9

0
.1
8

2
0
2
3
-
P
1
5

ハ
ツ
カ
ダ
イ
コ
ン

3
2
.
3
0
5

3
.
6
3
0
0
,
0
0
0

<
1
.
0
1

<
0
.
9
4

1
,
5
7
9
±

1
4

<
0
.
0
7

<
0
.
0
6

1
0
4
±

0
.
9

0
.0
7

2
0
2
3
-
P
1
6

ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ニ
ョ
ー
ル

6
3
.
5
6
4

4
.
4
5
3
4
0
,
0
8
0

<
0
.
3
7

0
.
6
0
±

0
.
0
8

1
,
1
1
8
±

6
<

0
.
0
3

0
.
0
5
±

0
.
0
0
6

8
8
±

0
.
5

0
.0
6

2
0
2
3
-
P
1
7

ダ
イ
コ
ン
（
葉
）

2
7
.
8
0
6

4
.
2
2
5
6
,
0
4
1

<
0
.
9
8

5
.
6
7
±

0
.
2
7

1
,
7
5
8
±

1
4

<
0
.
0
7

0
.
3
9
±

0
.
0
2

1
2
0
±

0
.
9

0
.3
2

2
0
2
3
-
P
1
8

ダ
イ
コ
ン
（
根
）

4
.
8
9
4

0
.
3
3
6
4
,
0
4
9

<
2
.
3
8

<
2
.
5
3

1
,
8
9
0
±

2
0

<
0
.
0
7

<
0
.
0
8

5
8
±

0
.
6

0
.0
8

2
0
2
3
-
P
1
9

セ
リ

1
9
.
8
8
0

2
.
9
3
3
2
,
3
1
3

1
.
3
2
±

0
.
2
5

3
8
.
4
4
±

0
.
5
2

1
,
5
2
8
±

1
2

0
.
1
0
±

0
.
0
2

3
.
0
2
±

0
.
0
4

1
2
0
±

1
.
0

0
.2
5

2
0
2
3
-
P
2
0

ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ

5
5
.
7
3
4

3
.
5
5
3
0
0
,
0
0
0

<
0
.
5
5

0
.
7
1
±

0
.
1
5

4
4
1
±

6
<

0
.
0
6

0
.
0
8
±

0
.
0
2

5
1
±

0
.
7

0
.1
7

2
0
2
3
-
P
2
1

カ
ブ

3
3
.
8
9
5

2
.
7
5
1
1
,
5
0
6

<
0
.
4
8

<
0
.
6
0

2
,
0
5
4
±

8
<

0
.
0
2

<
0
.
0
2

8
2
±

0
.
3

0
.0
9

2
0
2
3
-
P
2
2

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ

4
5
.
6
9
7

3
.
2
5
3
4
3
,
5
1
2

<
0
.
4
3

0
.
5
6
±

0
.
0
8

4
4
2
±

4
<

0
.
0
5

0
.
0
7
±

0
.
0
1

5
5
±

0
.
6

0
.1
1

2
0
2
3
-
P
2
3

キ
ュ
ウ
リ

5
4
.
0
7
1

3
.
8
5
3
0
0
,
0
0
0

<
0
.
6
7

<
0
.
6
1

1
,
6
6
8
±

1
1

<
0
.
0
2

<
0
.
0
2

6
2
±

0
.
4

0
.0
7

2
0
2
3
-
P
2
4

ニ
ン
ニ
ク

7
9
.
4
4
3

4
.
4
5
3
4
5
,
4
8
0

<
0
.
2
8

<
0
.
3
3

2
3
8
±

3
<

0
.
0
7

<
0
.
0
9

6
2
±

0
.
7

0
.1
2

2
0
2
3
-
P
2
5

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

6
3
.
0
4
5

4
.
5
5
1
2
7
,
7
3
8

<
0
.
8
9

2
.
3
8
±

0
.
2
4

1
,
2
5
8
±

1
4

<
0
.
0
8

0
.
2
0
±

0
.
0
2

1
0
8
±

1
.
2

0
.0
8

2
0
2
3
-
P
2
6

ハ
ク
サ
イ

3
5
.
8
0
2

4
.
3
3
0
0
,
0
0
0

<
0
.
9
9

1
.
1
3
±

0
.
3
0

2
,
0
0
8
±

1
5

<
0
.
0
4

0
.
0
4
±

0
.
0
1

7
8
±

0
.
6

0
.0
4

2
0
2
3
-
P
2
7

ダ
イ
コ
ン

6
1
.
1
1
8

4
.
3
5
5
1
8
,
5
9
2

<
0
.
3
8

0
.
5
3
±

0
.
1
1

2
,
8
2
9
±

8
<

0
.
0
1

0
.
0
1
±

0
.
0
0
3

7
4
±

0
.
2

0
.0
5

2
0
2
3
-
P
2
8

ニ
ン
ジ
ン

5
0
.
4
6
8

3
.
1
5
1
9
1
,
9
2
9

<
0
.
5
4

1
.
4
6
±

0
.
1
3

1
,
3
4
5
±

9
<

0
.
0
4

0
.
1
0
±

0
.
0
0
9

9
2
±

0
.
6

2
0
2
3
-
P
2
9

イ
ン
ゲ
ン
マ
メ

3
5
.
9
6
9

2
.
8
5

6
3
,
4
3
9

<
1
.
5
6

5
.
4
7
±

0
.
5
4

8
7
0
±

2
0

<
0
.
1
1

0
.
3
8
±

0
.
0
4

6
1
±

1
.
4

0
.0
7

2
0
2
3
-
P
3
0

シ
ュ
ン
ギ
ク

2
5
.
0
5
4

4
.
1
5
3
0
0
,
0
0
0

<
1
.
3
6

2
.
6
6
±

0
.
3
6

1
,
8
7
6
±

1
8

<
0
.
1
1

0
.
2
1
±

0
.
0
3

1
4
8
±

1
.
4

0
.1
7

2
0
2
3
-
P
3
1

イ
チ
ゴ

3
2
.
7
0
4

4
.
1
7
5
5
,
5
7
6

<
0
.
4
2

0
.
5
3
±

0
.
1
5

5
6
7
±

4
<

0
.
0
4

0
.
0
5
±

0
.
0
1

5
4
±

0
.
4

0
.0
9

2
0
2
3
-
P
3
2

サ
ニ
ー
レ
タ
ス

1
9
.
7
3
1

3
.
6
3
4
8
,
8
1
9

<
1
.
0
7

1
.
4
2
±

0
.
2
2

2
,
2
0
3
±

1
5

<
0
.
0
5

0
.
0
6
±

0
.
0
0
9

9
4
±

0
.
6

2
0
2
3
-
P
3
3

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ

4
2
.
9
1
7

4
.
9
2
5
8
,
2
0
4

<
0
.
6
9

6
.
8
6
±

0
.
2
2

1
,
2
6
9
±

1
0

<
0
.
0
5

0
.
5
1
±

0
.
0
2

9
4
±

0
.
7

2
0
2
3
-
P
3
4

ジ
ャ
ガ
イ
モ

6
9
.
7
9
2

4
.
4
5
3
3
7
,
0
0
3

<
0
.
3
5

<
0
.
2
8

7
0
0
±

5
<

0
.
0
6

<
0
.
0
5

1
2
2
±

0
.
8

0
.5
2

2
0
2
3
-
P
3
5

ズ
ッ
キ
ー
ニ

3
8
.
8
2
4

2
.
7
1
0
5
,
5
8
1

<
1
.
4
7

5
.
0
5
±

0
.
5
0

2
,
5
3
7
±

2
5

<
0
.
0
4

0
.
1
5
±

0
.
0
1

7
6
±

0
.
7

0
.0
3

2
0
2
3
-
P
3
6

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

4
6
.
7
7
1

3
.
6
5
2
7
,
0
4
2

<
0
.
3
3

2
.
1
7
±

0
.
0
9

1
4
2
±

2
<

0
.
0
5

0
.
3
0
±

0
.
0
1

1
9
±

0
.
3

2
0
2
3
-
P
3
7

ハ
チ
ミ
ツ

1
1
1
.
7
7
7

4
.
6
5
4
1
4
,
7
0
4

<
0
.
1
9

2
.
2
0
<

0
.
0
7

1
9
±

1
<

0
.
1
9

2
.
2
0
±

0
.
0
7

1
9
±

1
.
5

2
0
2
3
-
P
3
8

ラ
ズ
ベ
リ
ー

4
0
.
8
8
4

3
.
9
3
0
0
,
0
0
0

<
0
.
7
7

<
0
.
6
8

3
1
0
±

6
<

0
.
1
2

<
0
.
1
1

4
9
±

0
.
9

2
0
2
3
-
P
3
9

ハ
チ
ミ
ツ

1
1
9
.
8
4
2

4
.
4
5
1
4
8
,
8
2
3

<
0
.
2
7

0
.
6
7
±

0
.
0
7

1
7
±

1
<

0
.
2
7

0
.
6
7
±

0
.
0
7

1
7
±

1
.
1

2
0
2
3
-
P
4
0

カ
ボ
チ
ャ

7
3
.
5
3
4

4
.
4
4
3
4
,
6
4
9

<
0
.
2
8

0
.
5
2
±

0
.
0
7

6
1
4
±

4
<

0
.
0
8
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表 3 地域別作物種別 90Sr/Sr 濃度比（90Sr 濃度令和 5 年に補正） 

 

 

 

表 4 令和 5 年度種別農作物中放射能平均濃度と標準偏差値 

 

 

 

表 5  令和 5 年度種別農作物中 90Sr 平均濃度 

 
  

地域 試料数 平均値 標準偏差

浜通り 41 0.075 0.059

中通り 14 0.023 0.014

会津 3 0.035 0.023

浜通りと中通りで有意差あり（P< 0.05）

試料情報 試料数

種類

玄米 3 0.3 ± 0.1 69 ± 1 0.22 ± 0.11 60 ± 1

芋類 6 1.5 ± 0.6 754 ± 195 0.30 ± 0.15 134 ± 17

葉菜類 40 4.3 ± 6.9 1672 ± 665 0.35 ± 0.55 136 ± 51

根菜類 10 8.4 ± 17.5 1434 ± 723 0.75 ± 1.51 87 ± 18

豆類 4 0.6 ± 0.2 480 ± 167 0.50 ± 0.20 423 ± 171

果菜類（果実類を含む） 42 3.6 ± 6.5 890 ± 628 0.55 ± 1.24 104 ± 159

穀類 1 3.8 84 3.39 75

種実類 3 1.4 ± 0.5 295 ± 120 0.84 ± 0.39 141 ± 44

その他 8 9.8 ± 10.9 752 ± 1112 1.37 ± 1.03 67 ± 68

137C s 40K 137C s 40K

Bq/kg-乾燥重量 Bq/kg-生重量

種類 試料数 90Sr

Bq/kg 生

玄米 2 0.30

芋類 2 0.35

葉菜類 19 0.19

根菜類 7 0.095

果菜類（果実類を含む） 8 0.10

その他 2 0.11
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図 1 外部機関との 137Cs 及び 40K 測定結果の比較 
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図 2 平成24年から令和 5 年に福島県内で採取した作物中 137Cs 濃度（Bq/kg-生重量） 

平成 24-25 年：中通り；平成 27 年- 29 年：浜通り；令和 3 年：福島市周辺；令和 4 年：いわき市周辺； 

令和 5 年度：南相馬市と相馬市周辺 



 9 

 
 
 
 
 

II. 分担研究報告 
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厚生労働行政推進調査事業費補助金 

（食品の安全確保推進研究事業） 

 
水産物食品中の放射性物質濃度等に関する研究 

分担研究報告 

 
分担研究者 青野 辰雄 （福島国際研究教育機構） 

研究協力者 髙田 兵衛 （福島大学環境放射能研究所） 

研究代表者 明石 真言 （東京医療保健大学） 

 

研究要旨 

 平成 23 年 3 月に発生した東日本大震災に起因する東京電力福島第一原子力発電所(FDNPS)事故によって

大量の放射性物質が施設外の環境へ放出されたことにより、食品の摂取による内部被ばくが懸念された。この

ため、厚生労働省は、平成 24 年 4 月以降は、食品の摂取による介入線量レベルを 1 mSv/年とし、新たな基準

値を適用した。放射性セシウム（Cs）濃度については、新たな基準値を設定し、ストロンチウム-90 (90Sr)、ルテニ

ウム-106 (106Ru) 及びプルトニウム (Pu)については、放射性 Cs との濃度比を推定することにより、これらの線量

を考慮している。その濃度比は、環境モニタリングや環境移行パラメータにより推定されているが、放射性 Cs 以

外の 90Sr などに対する内部被ばくの不安は依然として大きいことから、食品中の放射性物質濃度を測定するこ

とにより、安全が担保されていることの検証が必要不可欠である。令和 5 年度は福島県水産海洋研究センター

と相馬双葉漁業協同組合の協力を得て、福島沖で採取され、県内に流通する水産物食品として海産魚類 2 種

を入手し、個体部位毎の分別を行い、試料減容を行い、測定試料の作成を行った。魚類個体別の可食部位中

のセシウム-134 (134Cs)濃度は検出下限値（0.01 Bq/kg-生重量）以下で、セシウム-137 (137Cs)濃度は、0.19 - 0.50 

Bq/kg-生重量で、福島県が実施しているモニタリングの検出下限値の 10 Bq/kg-生重量よりも 2 桁以上小さい濃

度であった。魚類を採取した海域の海水中の放射性 Cs 濃度は、134Cs 濃度が検出下限値以下で、137Cs 濃度も

福島原発事故以前に近い濃度であった。この結果を用いて、すでに報告されている海水中 137Cs 濃度と魚類の

濃縮比（CR）から魚類中の推定した 137Cs 濃度範囲は、0.08 - 0.22 Bq/Kg-生重量で、実測値の範囲と概ね一致

した。魚類中 137Cs 濃度範囲は生息環境の海水中濃度を反映していることが明らかとなった。カルシウム濃度が

高い部位に濃縮しやすい 90Sr は魚類アラ部を、Pu 同位体は濃縮されやすい内臓部の測定を行ったが、魚類全

身の濃度に換算すると、検出下限値以下あるいはそれに近似する濃度であった。魚類の生息環境水濃度と濃

縮比を用いて推定する魚類中の 90Sr や 239+340Pu 濃度は実測できない検出下限値で、魚類中の放射性物質濃

度はその生息環境の海水中放射性物質濃度を反映していた。魚類中の 137Cs 濃度に対する 90Sr 及び 239+240Pu

濃度の割合は 5％以下であり、食品の放射性物質の基準値の算出基準の考え方に対して 90Sr 及び 239+240Pu 濃

度が影響を与えないことが確認できた。 
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A. 研究目的 

食品中の放射性物質の基準値に関して、厚生労働省

は、平成 24 年 4 月以降は、食品の摂取による介入線量

レベルを 1 mSv/年とし、新たな基準値を適用した。新た

な基準は、放射性セシウム（Cs）濃度について基準値を

設定し、ストロンチウム-90 (90Sr)、ルテニウム-106 (106Ru) 

及びプルトニウム(Pu)については、放射性 Cs との濃度

比を推定することにより、その線量を考慮している。そこ

で、本研究は食品中の放射性物質の基準値を策定する

際に推定された放射性 Cs の線量への割合について、

その妥当性を確認するために実施するものである。福島

沖の海産物の放射性物質濃度のモニタリングでは、

97％以上の水産物で放射性 Cs 濃度が検出下限値（約

10Bq/kg-生重量）以下となっている 1、2）。今年度は

FDNPS 事故から約 12 年が経過した福島県沖で漁獲さ

れた水産物食品として流通する魚類について、部位毎

の放射性核種の濃度比を明らかにすることを目的に、

「水産物食品中の放射性物質濃度等に関する研究」を

実施した。魚類中の 90Sr や Pu 同位体の濃度に関して

は、極めて濃度が低いため、個体毎の定量はできない。

分析には灰試料重量として約 20-40 g が必要であるた

め、魚種毎の放射性物質が濃縮されやすい部位に絞り

込み、定量が可能となる試料重量を確保の上、分析を

行い、魚類の放射性物質濃度の推定や魚類中の放射

性 Cs 濃度に対する他の放射性物質の濃度比について

調査を行った。 

 

B. 研究方法 

1.水産物中の放射性物質の濃度測定 
1.1. 調査協力と水産物試料入手 

福島県水産海洋研究センターと相馬双葉漁業協同組

合の協力を得て、情報収集 2)を行い、令和 5 年 11 月

29 日に福島相双海域で採取し、市場に流通する魚類 2

種（スズキ及びヒラメ）を水産物食品として、本研究の対

象とした。魚種、体長や重量などの入手した魚類に関す

る情報を表 １に示す。調査を実施した魚類 2 種では、

同魚種間で個体ごとの体長や重量に大きな差がでない

ように試料を選別した。また、魚類の生息環境の海水を

採取し、放射性 Cs と 90Sr 濃度の分析を行った。 

 

1.2. γ核種の放射性物質濃度の測定 

魚類は、個体毎のばらつきを確認するために、体液等

のドリップによる損失が少ないように速やかに、体長や重

量等の計量を行い、可食部、内臓部、アラ部（可食部と

内臓部以外）に分別処理を行った。真空凍結乾燥機で

試料は恒量になるまで乾燥し、450 度から 550 度で灰化

を行なった。この灰試料を U8 容器またはチューブに詰

めて、Canberra社製低バックグラウンド Ge半導体検出

器（GX2019）等を用いて、24時間以上の γ核種の測定

を行った。Ge半導体検出器は、日本アイソトープ協会製

の標準体積線源（5 - 50 mm、9.5 - 95 g、アルミナ）を用

いて効率曲線を作成したものを用いた。134Cs (604.7 keV

及び 796 keV の加重平均値)、137Cs (661.7 keV)及びカ

リウム-40 （40K）(1460 keV)の定量結果を記録した。134Cs

は複数のエネルギーで検出されるために、これまでガン

マ線放出率が最も高い 604.7 keV （97.62 ％）の定量結

果を用いてきた。しかし、796keV のガンマ線放出率

（85.5 ％）も他のガンマ線エネルギーより高いことから、

この２つのエネルギーで検出された定量結果を加重平

均したものが望ましいため 3）、従来と同様に、この計算方

法を用いた。なお 134Cs、137Cs 及び 40K 以外の γ核種

（マンガン-54、コバルト-60、ルテニウム-106 及びセリウム

-144等）は計測されなかった。試料重量が少ない場合

は検出下限値が高くなるが、134Cs 及び 137Cs の検出下

限値は、概ね 0.01 Bq/kg-生重量であった。海水試料は

孔径 0.45 μm のフィルターを用いてろ過を行い、溶存態

放射性 Cs はリンモリブデン酸アンモニウム（AMP）法 4）

を用いて処理を行い、ゲルマニウム半導体検出器で測

定を行った。検出下限値は、概ね 0.001 Bq/L であった。 

 

1.3. γ核種以外の放射性物質濃度の測定 

魚類中の 90Sr の分析は、令和 4 年度に採取したスズ

キとブリのアラ部および令和 5 年 11 月に採取したスズキ

とヒラメのアラ部の生重量が約 1kg になるように、同時期

に採取した同魚種の複数個体の灰試料を合わせて一つ

の試料として、さらに海水中の 90Sr は文部科学省放射

能測定シリーズ No.2「放射性ストロンチウム分析法（平

成 15 年改訂）」5)に従って定量を行った。本法での魚類

中の 90Sr 検出下限値は 0.02 Bq/kg-生重量であった。内

蔵部中の 239+240Pu の分析は、令和 4 年 11 月に採取し
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たスズキとブリ内蔵部の生重量がそれぞれ約 0.7 kg に

なるように同魚種の複数個体の灰試料を合わせて一つ

の試料として、文部科学省放射能測定シリーズ No.12

「プルトニウム分析法（平成 2 年改訂）」6)に従って行っ

た。本法の 239+240Pu の検出下限値は 0.0005 Bq/kg-生

重量であった。 

東京電力ホールディングスは、放出管理の目標値を

定め、令和 5 年 8 月より ALPS処理水の海洋放出を実

施している。ALPS処理水に含まれるトリチウムは、食品

中放射性物質の基準値に含まれないが、今回は参考値

として魚類中のトリチウムの分析を行った。魚類個体ごと

の可食部について、真空凍結乾燥を行い、水分を回収

し、文部科学省放射能測定シリーズ No.9「トリチウム分

析法（平成 14 年改訂）」7)に従って行った。 

 

C.  研究結果 

1.水産物及び海水中の放射性物質の濃度測定 
令和 5 年 11 月に入手した魚類中の放射性 Cs 及び

40K 濃度測定の結果を表 2 と表 3 に示した。各部位の

平均値は、検出された値と部位の重量を用いて加重平

均したものであり、魚類全身（1 個体）の濃度も同様に計

算をして推定した。スズキ及びヒラメから 134Cs は検出さ

れなかった。スズキ及びヒラメの可食部の 137Cs 濃度平

均（濃度範囲）は、それぞれ 0.42 Bq/kg-生重量(0.32 - 

0.50 Bq/kg-生重量)及び 0.24 Bq/kg-生重量 (0.19 - 0.38 

Bq/kg-生重量) で、またスズキ及びヒラメの可食部の 40K

濃度平均（濃度範囲）は、それぞれ 128 Bq/kg-生重量 

(120 - 136 Bq/kg-生重量)及び 141 Bq/kg-生重量 (135 - 

146 Bq/kg-生重量)であった。魚類可食部の 137Cs 濃度

は、食品中放射性物質濃度基準値の 100 Bq/kg-生重

量よりも低く、福島県の食品モニタリング調査の検出下

限値（10 Bq/kg-生重量）よりも低い結果であった。また海

洋環境における放射能調査及び総合評価事業で令和

5 年 9 月と令和 6 年 1 月に福島沖で採取された魚類の

濃度と近似していた 8）。 

魚類が生息する福島沿岸の海水中の 137Cs 濃度の結

果を図 1 に示した。海水中の 134Cs 濃度は検出下限値

以下であった。137Cs 濃度範囲は、0.8 - 2.2 mBq/L であ

った。なお、福島第一原発近傍（半径約 10km圏）にお

ける表層海水中の 137Cs 濃度は、10 - 20 mBq/L であり、

90Sr 濃度は 0.6-0.8 mBq/L 以下であった。9） 魚類を採

取した同じ時期の令和 5 年 11 月と 12 月に福島沖で採

取した海水中の 90Sr 濃度は 2mBq/L 以下であった。こ

れらの結果は平常時の濃度範囲と捉えることができる。 

令和 4 年 12 月と令和 5 年 11 月に採取した魚類アラ

部中の 90Sr 濃度は、スズキでは 0.07 Bq/kg-生重量であ

ったが、ブリやヒラメでは検出下限値(0.02 Bq/kg-生重

量)以下であった。令和 4 年 12 月に採取した魚類アラ

部中の 239+240Pu 濃度は、スズキとブリ共に検出下限値

(0.001 Bq/kg-生重量)以下であった。 

また令和 5 年 11 月に採取したスズキとヒラメ中のトリ

チウム濃度は検出下限値（0.6 Bq/L）以下であった。 

 

D. 考察 

1.  福島沖海産生物中の放射性物質濃度について  
令和 5 年 11 月に福島相双海域で採取したスズキ及

びヒラメから 134Cs は検出されなかった。福島原発事故

時に環境へ放出された 134Cs/137Cs 放射能比は概ね 1

であったことが報告されている 10）が、134Cs と 137Cs の物

理学的半減期はそれぞれ約 2 年と 30 年であり、FDNPS

事故から約 13 年を経過した令和 5 年 1 月の時点では、

理論上の 134Cs /137Cs 放射能比は約 0.02 となる。試料

中の放射性 Cs 濃度は低いことが予想されたため、定量

する検出下限値を下げるために、可食部、内蔵部やアラ

部の試料を灰にすることで生重量から数％まで減容し

た。このいわゆる濃縮した試料から検出された 137Cs 濃

度に、134Cs/137Cs 放射能比を用いて計算した福島原発

事故由来の 134Cs の推定濃度は 0.005 Bq/kg-生重量

で、検出下限値（0.01 Bq/kg-生重量）に相当した。つま

り、今回得られた 137Cs 濃度（1 Bq/kg-生重量以下）の傾

向が続く場合、134Cs を検出することは難しいことが考え

られる。 

魚類の部位ごとの重量と 137Cs 濃度の比較を行った。

個体重量に対する部位ごとの重量割合は、スズキとヒラメ

の可食部が 38 - 52％、アラ部が 44 - 50％で、スズキ内

臓部が 11 - 13％で、ヒラメ内臓部が 3 - 5％であった。魚

全体に対する部位ごとの 137Cs存在量比は、可食部が

54 - 70％、アラ部が 25 - 41％で、内臓部が 3 - 14％であ

った。つまりアラ部は主として骨などの硬組織が含まれて

いるために魚全体に占める重量の割合は約 50％である
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が、体液など水分量が他の２つの組織に比べて低いた

めに、アラ部中の 137Cs 濃度が低いことが考えられる。魚

全身中の 137Cs 濃度は、可食部中の濃度に比べて 20 - 

30％ほど低い値であった。これらの傾向は 40K の場合も

同じで、部位中 Csおよび K 濃度は体液等に影響して

いることが考えられる。 

魚類を採取した海域に近い沿岸における海水中の放

射性 Cs 濃度は、134Cs 濃度は検出下限値以下、137Cs 濃

度は 1.8 - 2.1 mBq/ L であった。海産魚類の Cs の濃縮

比（CR）10011）を用いて、海水中の 137Cs 濃度から魚類中

の 137Cs 濃度を推定すると、0.08-0.2 Bq/kg-生重量と推定

される。今回、分析した魚類中の 137Cs 濃度範囲以下で

あり、概ね魚類中の放射性 Cs 濃度は生息環境の海水

濃度を反映していたことが明らかとなった。90Sr はカルシ

ウム（Ca）の含有量が多い部位に濃縮されやすい。その

ため、アラ部中の 90Sr 濃度の分析を行ったが、検出下限

値（0.02 Bq/Kg-生重量）以下であった。また海水中の

90Sr 濃度は 0.5 - 0.9mBq/ L であった。海産魚類の Sr 濃

縮比（CR）511、12）を用いて、海水中の 90Sr 濃度から魚類

可食部中の 90Sr 濃度を推定すると、0.0025 - 0.0005 

Bq/kg-生重量と推定される。この推定値は、文部科学省

放射能測定法シリーズ 2「放射性ストロンチウム分析法」5）

における検出下限値の 0.02 mBq/kg-生重量以下となり、

概ね魚類中の 90Sr が検出されない理由は、魚類の生息

環境の海水中の 90Sr 濃度を反映していたことが考えられ

る。239+240Pu は生物の内蔵に濃縮されやすいことから内

蔵部中の 239+240Pu 濃度分析を行ったところ、検出下限値

（ 0.0008 Bq/kg- 生 重 量 ） 以 下 で あ っ た 。 海 水 中 の

239+240Pu 濃度と海産魚類の Pu 濃縮比（CR）40 11、13）を用

いて、魚類可食部中の 239+240Pu 濃度を推定すると、

0.0002 Bq/kg-生重量と推定される。これは分析法の検出

下限値は 0.0008 Bq/kg-生重量 6)で、海水濃度と濃縮比

から推定した 239+240Pu 濃度が検出下限値以下であること

から、概ね魚類中の 239+240Pu 濃度も生息環境の海水中

の濃度を反映していたことが考えられる。 

 

E. 結論 

福島相双海域で採取し、市場流通する水産物として

魚類中の部位別の放射性 Cs と 40K を定量した結果、魚

類可食部で 134Cs は検出下限値以下で、137Cs 濃度範

囲は 0.2-0.4 Bq/kg-生重量であった。魚類が生息する福

島沿岸における海水中の放射性 Cs、90Sr 及び 239+240Pu

濃度から海洋生物への濃縮比を用いて魚類中の放射

性 Cs、90Sr 及び 239+240Pu 濃度の推定を行った。放射性

Cs は概ね同じ濃度範囲で、90Sr 及び 239+240Pu は実測で

きない検出下限値以下であった。つまり魚類中のこれら

放射性物質濃度は生息環境の海水中濃度を反映して

いることが確認された。魚類中の 137Cs 濃度に対する

90Sr 及び 239+240Pu 濃度の割合は、5％以下であり、食品

の基準値の算出基準の考え方 13）に対して影響を与えな

いものであることが確認できた。 
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表１ 　福島相双海域で採取した魚介類のリスト

個体 部位別生重量 部位別生重量割合

魚 種 番号 全長 体長 生重量 可食部 アラ部 内臓部 可食部 アラ部 内臓部 

cm cm kg kg kg kg

スズキ 採取日　2023年11月29日

SB-1 59.7 50.8 1.54 0.57 0.76 0.17 0.38 0.50 0.12

SB-2 55.0 45.8 1.36 0.52 0.64 0.18 0.39 0.48 0.13

SB-3 58.2 47.8 1.50 0.56 0.73 0.18 0.38 0.50 0.12

SB-4 53.3 44.9 1.26 0.49 0.60 0.14 0.40 0.49 0.11

SB-5 59.3 48.8 1.56 0.59 0.76 0.18 0.38 0.50 0.12

ヒラメ 採取日　2023年11月29日

FL-1 48.6 40.7 1.02 0.51 0.44 0.05 0.51 0.44 0.05

FL-2 47.7 40.4 1.06 0.53 0.46 0.04 0.51 0.45 0.04

FL-3 48.9 42.2 1.21 0.60 0.52 0.05 0.51 0.45 0.04

FL-4 51.9 43.6 1.25 0.63 0.54 0.04 0.52 0.45 0.03

FL-5 53.5 45.1 1.55 0.76 0.68 0.07 0.50 0.45 0.05

魚 種 番号 全身1） 可食部 アラ部 内臓部 

Bq/kg-生重量 Bq/kg-生重量 Bq/kg-生重量 Bq/kg-生重量

スズキ SB-1 0.26 ± 0.04 0.39 ± 0.03 0.18 ± 0.02 0.19 ± 0.03

SB-2 0.28 ± 0.04 0.41 ± 0.03 0.18 ± 0.02 0.29 ± 0.03

SB-3 0.29 ± 0.04 0.45 ± 0.03 0.19 ± 0.02 0.22 ± 0.02

SB-4 0.36 ± 0.04 0.50 ± 0.03 0.25 ± 0.02 0.29 ± 0.03

SB-5 0.20 ± 0.03 0.32 ± 0.02 0.12 ± 0.02 0.14 ± 0.02

　平均値2) 0.28 ± 0.04 0.42 ± 0.03 0.19 ± 0.02 0.24 ± 0.03

ヒラメ FL-1 0.28 ± 0.04 0.38 ± 0.02 0.16 ± 0.03 0.29 ± 0.06

FL-2 0.19 ± 0.04 0.20 ± 0.02 0.18 ± 0.03 0.23 ± 0.04

FL-3 0.16 ± 0.03 0.19 ± 0.02 0.12 ± 0.02 0.12 ± 0.02

FL-4 0.18 ± 0.04 0.21 ± 0.02 0.13 ± 0.02 0.31 ± 0.04

FL-5 0.16 ± 0.03 0.21 ± 0.02 0.10 ± 0.02 0.12 ± 0.02

　平均値2) 0.19 ± 0.04 0.24 ± 0.02 0.13 ± 0.02 0.20 ± 0.03

表2　福島相双海域で採取した魚介類中のCs-137濃度

1) 全身中のCs-137濃度は、可食部、アラ部および内臓部中のCs-137合計量と個別重量から計算した。

2）平均値は、全身中のCs-137濃度と個体重量のから加重平均により計算した。
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表3 　福島相双海域で採取した魚介類中の40K濃度

魚 種 番号 全身1） 可食部 アラ部 内臓部 

Bq/kg-生重量 Bq/kg-生重量 Bq/kg-生重量 Bq/kg-生重量

スズキ SB-1 100.0 ± 1.9 134.0 ± 1.4 79.0 ± 1.0 80.0 ± 1.2

SB-2 97.2 ± 1.8 136.0 ± 1.4 66.0 ± 0.9 95.0 ± 1.2

SB-3 94.6 ± 1.9 125.0 ± 1.3 70.0 ± 1.0 100.0 ± 1.2

SB-4 90.0 ± 1.9 120.0 ± 1.4 64.0 ± 1.0 96.0 ± 1.4

SB-5 82.5 ± 1.7 123.0 ± 1.3 53.0 ± 0.8 75.0 ± 1.1

　平均値2) 92.8 ± 1.8 127.7 ± 1.4 66.5 ± 0.9 88.9 ± 1.2

ヒラメ FL-1 112.1 ± 2.0 141.0 ± 1.2 80.0 ± 1.2 101.0 ± 1.8

FL-2 106.3 ± 2.0 135.0 ± 1.2 78.0 ± 1.1 57.0 ± 1.3

FL-3 112.3 ± 1.8 146.0 ± 1.2 79.0 ± 1.0 58.0 ± 0.9

FL-4 107.1 ± 1.8 138.0 ± 1.1 73.0 ± 1.0 81.0 ± 1.6

FL-5 109.6 ± 1.7 144.0 ± 1.0 73.0 ± 1.0 90.0 ± 1.1

　平均値2) 109.46 ± 1.8 141.1 ± 1.1 76.2 ± 1.0 78.6 ± 1.3

1) 全身中の40K濃度は、可食部、アラ部および内臓部中の40K合計量と個別重量から計算をした。

2) 平均値は、全身または各部中の40K濃度と個別重量から加重平均により計算をした。

表４ 福島沖の海水中
90

Sr濃度

採取域 採取日 検出下限値

mBq/L

相双海域 2023/11/21 < 2 (1.6 ± 0.33) 0.91

相双海域 2023/12/6 < 2 (1.2 ± 0.29) 0.83

いわき沖 2023/11/14 < 2 (0.96 ± 0.27) 0.82

いわき沖 2023/12/61 < 2 (1.2 ± 0.29) 0.79

90
Sr濃度

mBq/L

表5 福島沖で採取した魚類アラ部中の
90

Sr濃度から推定する魚類中の
90

Sr濃度

魚類 採取域 採取日 試料重量 アラ部中
90

Sr濃度 検出下限値

kg-生重量 Bq/kg-生重量 Bq/kg-生重量

スズキ 相双海域 2022/12/14 3.68 0.066±0.007 0.01

ブリ 相双海域 2022/12/14 4.28 < 0.02 0.01

スズキ 相双海域 2023/11/29 3.49 0.067±0.007 0.02

ヒラメ 相双海域 2023/11/29 2.65 < 0.02 0.02
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図 1 福島⼩名浜沖における海⽔中の 137Cs 濃度 

 
 
 
 
 
 
 

表6 福島沖で採取した魚類内蔵部中の
239+240

Pu濃度から推定する魚類中の
239+240Pu

濃度

魚類 採取域 採取日 試料重量 内蔵部中
239+240

Pu濃度 検出下限値

kg-生重量 Bq/kg-生重量 Bq/kg-生重量

スズキ 相双海域 2022/12/14 3.68 < 0.001 0.0005

ブリ 相双海域 2022/12/14 4.28 < 0.001 0.0007

表7 海水中の放射性物質濃度と濃縮係数から推定する魚類中の
90
Srおよび

239+240
Pu濃度

放射性核種 海水濃度 濃縮比

mBq/L Bq/kg-生重量
137Cs 0.84-2.17 100 0.084-0.217
90
Sr 0.51-0.9 5 0.0025-0.0005

239+240
Pu 0.005 40 0.0002

魚類中の推定放射性物質濃度

0
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厚生労働行政推進調査事業費補助金 

（食品の安全確保推進研究事業） 

 
内部被ばく線量の推計に関する研究 

分担研究報告 

 
         分担研究者 福谷 哲 （京都大学 複合原子力科学研究所） 

 

 
研究要旨 

東京電力福島第一原子力発電所(FDNPS)事故により環境へ放出された放射性物質の影響を受け、食品へ

放射性物質による汚染が生じ、食品の摂取に伴う内部被ばくの影響が懸念され、厚生労働省は平成 24年 4月

以降、食品からの内部被ばく線量を 1 mSv/年として、導出された基準値を適用している。この基準値は、対象と

なる放射性セシウム (Cs)以外の核種（ストロンチウム-90（90Sr）、ルテニウム−106（106Ru）、プルトニウム（Pu）同位

体については、セシウム-137 (137Cs)との放射能濃度比から、これらの核種の濃度を推定し、設定された。先行研

究では、営農再開を予定している地域を含め福島県内で栽培された農産物について測定を行ったが、放射性

Cs濃度は全て基準値以下で、Cs以外の放射性物質濃度（主に 90Sr）は大気圏核実験由来と考えられるものが

多く、流通する様々な食品から放射性 Cs 以外には事故の影響は見られなかった。さらに、測定結果を用いて

食品摂取に伴う内部被ばく線量を計算したところ、保守的な条件であっても十分に 1 mSv/年を下回る結果が得

られた。福島県内では営農再開する地域の拡大が行われているが、すべての避難指示区域が解除された状況

ではなく、解除された居住制限区域及び避難指示解除準備区域などであっても、食品摂取による内部被ばくの

影響に対する不安はいまだに大きい。そこで、FDNPS 事故から 12 年以上が経過したことを踏まえ、福島県で

栽培され流通している多種多様の農作物を評価対象として、作物中放射性 Cs 濃度の測定値から、農作物摂

取に起因する放射性 Cs による内部被ばく線量の評価を行った。また、作物中安定 Sr 濃度を測定し、これまで

に得られた作物中 90Sr/Sr濃度比を用いて推定された作物中 90Sr濃度を用いて、90Sr による内部被ばく線量の

評価もあわせて行った。 

令和 5 年度は、南相馬市と相馬市周辺地域を対象に、栽培された作物を対象とした。本評価において設定

した年齢性別区分の中で、農作物摂取による放射性 Csによる被ばく線量（134Cｓと 137Csの合計値）の推定結果

が最も高かった年齢性別区分は【19 歳以上男子】で、その推定値は 0.0010 mSv/年であった。また、90Sr による

被ばく線量の推定結果が最も高かった年齢性別区分は【13-18 歳男子】で、その推定値は 0.0040 mSv/年であ

った。いずれについても、介入線量レベル（食品の安全性に十分配慮した放射線量の目安）である 1 mSv/年を

大幅に下回っていた。圃場以外で、十分な低減化対策が行われていない地域などから採取される山菜などの

自生植物中放射性 Cs濃度については、137Cs濃度が比較的高い可能性があり、このような食品については、放

射性物質濃度の平均化や摂取量の取り扱いによって被ばく線量評価結果が大きく変動することに留意する必

要がある。 
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A. 研究目的  

2011年 3月 11 日に発生した東日本大震災に起

因する東京電力福島第一原子力発電所 (FDNPS)

事故により、大量の放射性物質が大気及び海洋に

放出された。この事故により放出された放射性物質

による食品の摂取に伴う内部被ばくの影響が懸念

され、厚生労働省は平成 24年 4月以降、食品から

の内部被ばく線量を 1 mSv/年として導出された基

準値を適用している。この基準値は、対象となる放

射性セシウム  (Cs)以外の核種（ストロンチウム -90

（ 90Sr）、ルテニウム−106（ 106Ru）、プルトニウム（Pu）

同位体）については、セシウム-137 (137Cs)との放射

能濃度比から、これらの核種の濃度を推定し、設定

された 1）。また、基準値の設定の際、規制対象核種

以外の核種の影響に関しては、いずれも影響は小

さいと結論づけられ、これまでに実施された本研究

課題でも確認されている。 

これまでに、本研究課題 2)において、営農再開を

予定している地域を含め福島県内で栽培された作

物の放射性 Cs や 90Sr 濃度を用いて、内部被ばく

線量評価を実施してきた。その結果、保守的な条

件であっても十分に 1 mSv/年を下回る結果が得ら

れた。 

本研究では、分担研究１で測定された多種多様

の作物中放射性 Cs レベルから、農作物摂取に起

因する放射性 Csによる内部被ばく線量の評価を行

う。また、作物中安定 Sr 濃度を測定し、分担研究１

において推定された作物中 90Sr濃度を用いて、90Sr

による内部被ばく線量の評価もあわせて行う。 

 

B. 研究方法  

1. 安定 Sr 濃度の測定  

作物中の 90Sr 濃度の推定のため、安定 Sr 濃度

を測定する。測定試料は分担研究１で採取された

作物の種類を考慮して、40 試料を選択した。測定

は ICP 質量分析装置（PlasmaQuant MS, Analytik 

Jena）を用いて行い、濃度既知の標準溶液で検量

線を作成し定量する。 

 

２ . 内部被ばく線量評価  

食品摂取による内部被ばく線量は、各食品中放

射性物質濃度に、当該食品の摂取量及び当該放

射性核種の内部被ばく線量係数を乗じて、対象食

品及び核種について合計することによって求めるこ

とができる。本研究では分担研究 1 において測定さ

れた放射性 Cs 濃度及び推定された 90Sr 濃度を用

いて、農作物の種類毎の被ばく線量を推定する。 

なお、内部被ばく線量評価のための線量係数は、

ICRP Publication No.723)に記載されている経口摂

取に係る内部被ばく線量係数を用いる（表 1 参照）。

また、農作物の種類毎の摂取量は、基準値の設定

において用いられた各年齢性別区分における、食

品区分毎の食品摂取量 1)を用いる（表 2 参照）。 

年齢区分「1-6 歳」には 5 歳、「7-12 歳」には 10

歳、「13-18 歳」には 15 歳、「19 歳以上」及び「妊

婦」には成人の線量係数を用いる。なお、1 歳未満

は調整粉乳からの摂取量が大きいことから、本評価

からは除外する。また、基準値の設定における想定

と同様に、当該放射性核種が含まれる食品は、摂

取する食品の 50%と仮定する。 

なお、表 2における「その他」には「キノコ類」等一

部の農作物が含まれるが、「菓子類」、「酒類」、「嗜

好飲料」、「調味料」等、農作物でないものも多く含

まれ、分担研究１の表 5における「その他」と意味合

いが異なるため、評価に用いないこととする。 

 

C. 研究結果  

1. 安定 Sr 濃度の測定  

安定 Sr 濃度の測定に供した 40 試料の測定結

果を表 3 に示す。この測定結果は分担研究１にお

ける 90Sr 濃度の推定に用いられた。 

 

２ . 内部被ばく線量評価  
内部被ばく線量評価に用いる 137Cs 濃度及び

90Sr 濃度は、分担研究 1 において集計された、農

作物の種類ごとの作物中 137Cs 平均濃度及び 90Sr

平均濃度を用いる。（表 4 参照）。134Cs 濃度につい

ては、ほとんどの試料において検出されなかったこと

から、全ての試料について、平成 23 年 3 月 11 日

における 134Cs/137Cs放射能濃度比を 1 とし、令和 5
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年 9 月 30 日において半減期補正した 134Cs 濃度と

の比を算出し、137Cs 濃度に乗じることによって推定

する。 

農作物の摂取に起因する 134Cs、137Cs 及び 90Sr

による年間内部被ばく線量推定値を、表 5-1 - 表

5-3 に示す。ここで、「コメ」については精米による濃

度変化を考慮せず、玄米中濃度を用いている。ま

た、「穀類」は，サンプル数が n = 1 と少ないことから、

線量評価においては玄米中濃度を用いている。な

お、合計については「穀類」を除いた場合もあわせ

て記載している。 

本評価において設定した年齢性別区分の中で、

農作物摂取による 134Cs による被ばく線量の推定結

果が最も高かったのは【19 歳以上男子】で、その推

定値は 0.000028 mSv/年であった。137Csによる被ば

く線量の推定結果が最も高かった年齢性別区分は

【19 歳以上男子】で、その推定値は 0.00098 mSv/

年であった。放射性 Cs による被ばく線量（ 134Cｓと
137Cs の合計値）の推定結果が最も高かった年齢性

別区分は【 19 歳以上男子 】で、その推定値は

0.0010 mSv/年であった。また、90Sr による被ばく線

量の推定結果が最も高かった年齢性別区分は【13 

- 18 歳男子】で、その推定値は 0.0040 mSv/年であ

った。いずれについても、介入線量レベルである 1 

mSv/年を大幅に下回っていた。 

 

D. 考察  

1. 安定 Sr 濃度の測定  

40 試料の安定 Sr 濃度は 110 μg/kg-生重量（ア

スパラガス）  - 19,000 μg/kg-生重量（ゴボウ）であり、

その範囲は約 2 桁に及んでいる。 

 
２ . 内部被ばく線量評価  
  134Cs による被ばく線量の推定結果が最も高かっ

た年齢性別区分は【19 歳以上男子】で、その推定

値は 0.000028 mSv/年であった。半減期の 6 倍程

度の期間が過ぎて物理的壊変が進んだことにより、

137Cs による被ばく線量に比べて 1/10 以下であり、

介入線量レベルよりも十分に低いレベルになってい

る。 

137Cs による被ばく線量の推定結果が最も高かっ

た年齢性別区分は【19 歳以上男子】で、その推定

値は 0.00098 mSv/年であった。【19 歳以上男子】

において農作物の種類ごとに検討すると、「穀類」と

「コメ」の合計が 0.00029 mSv/年、「葉・根・果菜類」

の合計が 0.00057 mSv/年  、「芋類」「豆類」の合計

が 0.00012 mSv/年となっている。 

「穀類」と「コメ」について、「穀類」の多くは輸入さ

れた小麦と考えられ、また国内産の麦類に占める福

島県産の割合は極めて小さい 4)。このため事故に起

因する穀類の摂取による被ばく線量は極めて低いと

考えられる。また、本評価では玄米中濃度を使用し

ているが、精米により放射性セシウム濃度は減少す

るため、白 米を摂取した場合には被ばく線量は本

評価よりも低くなる。 

分担研究１で記されたように、圃場以外で、十分

な低減化対策が行われていない地点などから採取

される山菜などの自生植物中放射性 Cs 濃度につ

いては、137Cs 濃度が比較的高い可能性があるが、

このような食品は個人的嗜好等による摂取量の違

いが大きいと考えられる。よって、このような食品につ

いては、濃度の平均化や摂取量の取り扱いによっ

て被ばく線量評価結果が大きく変動することに留意

する必要がある。なお、本評価は消費される各食品

の半分が福島県内で栽培された作物であるとして

算出しているが、実際に消費される食品はより広範

囲の産地から購入されるため、被ばく線量は本評価

値より低くなっていると考えられる。また、本評価で

は調理加工に伴う放射性 Cs 濃度の減少は考慮し

ていないが、調理加工によって実際に摂取する放

射性 Cs 濃度は減少する影響も考えられる。 
90Srによる被ばく線量の推定結果が最も高かった

年齢性別区分は【13-18 歳男子】で、その推定値は

0.0040 mSv/年であった。これまでの本研究課題 2)

において記 述されているように、今回検出された

90Sr の多くは大気圏核実験由来と考えられる。よっ

て、FDNPS 事故由来の 90Sr による被ばく線量はこ

の評価結果よりも十分に低いと考えられる。 

 

E. 結論  
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本研究では、分担研究１で測定された多種多様

の作物中放射性 Cs レベルから、農作物摂取に起

因する放射性 Csによる内部被ばく線量の評価を行

った。また、作物中安定 Sr 濃度を測定し、分担研

究１において推定された作物中 90Sr濃度を用いて、
90Sr による内部被ばく線量の評価もあわせて行った。

農作物摂取に起因する放射性 Cs による被ばく線

量（ 134Cｓと 137Cs の合計値）の推定結果が最も高か

った年齢性別区分は【19 歳以上男子】で、その推

定値は 0.0010 mSv/年であった。 

また、90Sr による被ばく線量の推定結果が最も高か

った年齢性別区分は【13 - 18 歳男子】で、その推

定値は 0.0040 mSv/年であった。 
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表１ 評価に⽤いた内部被ばく線量係数（mSv/Bq） 

 

表 2 ⾷品区分ごとの平均１⽇摂取量（g/⽇）1) 

 

＊ その他にはキノコ類、菓⼦類、酒類、嗜好飲料、調味料等が含まれる 

 

  

１歳未満
1-6歳

【男子】

1-6歳

【女子】

7-12歳

【男子】

7-12歳

【女子】

13-18歳

【男子】

13-18歳

【女子】

19歳以上

【男子】

19歳以上

【女子】
妊婦

穀類 20.8 82.7 82.1 127.5 110.9 127.5 110.9 127.5 110.9 141.6

コメ 69.3 195.5 168.2 319.4 276.3 499.4 323.8 424.0 292.0 228.0

芋類 13.0 36.8 34.1 85.0 78.2 79.2 67.6 60.0 55.8 57.7

葉菜類 5.7 68.9 61.8 125.1 122.1 139.9 128.3 142.9 130.2 128.3

根菜類 4.5 37.0 35.2 69.3 67.9 77.1 68.4 85.2 78.1 67.1

豆類 10.0 29.1 28.4 66.0 63.0 64.4 61.9 64.3 61.7 48.4

果菜類 66.8 174.9 178.7 151.6 161.2 149.4 156.1 229.7 243.1 230.3

乳製品 22.0 52.6 47.4 28.0 35.4 25.8 35.5 30.6 38.9 47.3

牛肉 0.1 10.2 7.9 15.5 15.0 27.3 19.1 17.7 12.1 21.2

豚肉 0.7 36.8 31.6 51.4 42.5 68.0 50.5 46.6 36.1 43.8

鶏肉 2.0 14.1 14.1 23.6 23.2 39.1 30.7 22.1 16.2 21.7

鶏卵 2.9 28.0 24.3 35.5 32.1 51.4 47.4 39.6 34.5 39.2

淡水産物 3.0 3.2 3.5 5.2 4.7 6.1 5.5 9.4 7.6 4.5

海産物 9.7 38.0 39.5 75.9 67.1 82.3 71.9 111.1 89.9 53.6

その他* 22.6 292.9 310.0 395.2 331.6 398.5 332.7 623.8 374.0 533.6

牛乳 5.8 159.7 139.2 308.2 259.9 216.2 152.2 82.3 87.0 100.2

調製粉乳（粉状） 114.0 - - - - - - - - -

摂取量合計 372.9 1260.4 1206.0 1882.4 1691.1 2051.6 1662.5 2116.8 1668.1 1766.5

放射性核種 ５歳 10歳 15歳 成人

Cs-134 1.3E-05 1.4E-05 1.9E-05 1.9E-05

Cs-137 9.6E-06 1.0E-05 1.3E-05 1.3E-05

Sr-90 4.7E-05 6.0E-05 8.0E-05 2.8E-05
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表 3 作物中安定 Sr 濃度測定値 

 

 

試料番号 作物 種類

2023-P001 ニラ 葉菜類 78,606 ± 468 8,380 ± 50
2023-P002 ミョウガ その他 38,908 ± 1,028 2,118 ± 56
2023-P003 フキ 葉菜類 29,014 ± 263 2,033 ± 18
2023-P004 ゴボウ 根菜類 38,715 ± 593 3,518 ± 54
2023-P005 ツボミナ 葉菜類 48,668 ± 857 5,405 ± 95
2023-P006 ホウレンソウ 葉菜類 22,367 ± 644 1,638 ± 47
2023-P007 タマネギ 葉菜類 48,843 ± 556 3,497 ± 40
2023-P008 エシャロット 根菜類 32,261 ± 272 5,997 ± 51
2023-P009 ウド 葉菜類 13,455 ± 239 754 ± 13
2023-P010 ネギ 葉菜類 27,639 ± 321 2,904 ± 34
2023-P011 ミズナ 葉菜類 6,171 ± 102 472 ± 8
2023-P012 キャベツ 葉菜類 14,047 ± 603 993 ± 43
2023-P013 タラノメ 葉菜類 14,285 ± 197 2,398 ± 33
2023-P014 キクイモ 芋類 30,369 ± 648 5,642 ± 120
2023-P015 ハツカダイコン 根菜類 15,835 ± 372 1,040 ± 24
2023-P016 スティックセニョール 葉菜類 34,730 ± 825 2,744 ± 65
2023-P017 ダイコン（葉） 葉菜類 14,397 ± 182 980 ± 12
2023-P018 ダイコン（根） 根菜類 32,107 ± 697 992 ± 22
2023-P019 セリ 葉菜類 44,908 ± 825 3,526 ± 65
2023-P020 スナックエンドウ 果菜類 40,602 ± 508 4,721 ± 59
2023-P021 カブ 根菜類 13,236 ± 137 531 ± 5
2023-P022 サヤエンドウ 果菜類 6,894 ± 155 861 ± 19
2023-P023 キュウリ 果菜類 5,262 ± 65 195 ± 2
2023-P024 ニンニク 葉菜類 74,612 ± 1,437 19,541 ± 376
2023-P025 ブロッコリー 葉菜類 17,934 ± 207 1,541 ± 18
2023-P026 ハクサイ 葉菜類 14,615 ± 390 567 ± 15
2023-P027 ダイコン 根菜類 4,098 ± 57 108 ± 1
2023-P029 インゲンマメ 果菜類 64,003 ± 862 4,470 ± 60
2023-P030 シュンギク 葉菜類 15,502 ± 108 1,227 ± 9
2023-P031 イチゴ 果菜類 5,328 ± 96 505 ± 9
2023-P034 ジャガイモ 芋類 24,252 ± 475 4,211 ± 82
2023-P035 ズッキーニ 果菜類 9,604 ± 181 287 ± 5
2023-P043 エダマメ 豆類 14,099 ± 247 4,066 ± 71
2023-P053 アスパラガス 葉菜類 15,283 ± 216 824 ± 12
2023-P061 コマツナ 葉菜類 102,899 ± 2,593 5,799 ± 146
2023-P062 トマト 果菜類 16,874 ± 385 1,653 ± 38
2023-P067 キクラゲ その他 41,133 ± 873 3,950 ± 84
2023-P102 ゲンマイ（コシヒカリ） 玄米 15,653 ± 350 13,671 ± 306
2023-P104 マコモタケ 根菜類 16,447 ± 243 1,418 ± 21
2023-P117 ゲンマイ（コシヒカリ） 玄米 11,426 ± 261 10,054 ± 229

µg/kg-乾燥 µg/kg-生
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表 4 種別農作物中 137Cs 及び 90Sr の平均濃度 (Bq/kg-⽣重量) 
 

種類 137Cs 90Sr 

玄米 0.22 0.30 

芋類 0.30 0.35 

葉菜類 0.35 0.19 

根菜類 0.75 0.095 

豆類 0.50 0.16 

果菜類

（果実類

を含む） 

0.55 0.10 
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表 5-1 農作物摂取による年間内部被ばく線量推定値（134Cs）（単位：mSv/年） 

表 5-2 農作物摂取による年間内部被ばく線量推定値（137Cs）（単位：mSv/年） 

表 5-3 農作物摂取による年間内部被ばく線量推定値（90Sr）（単位：mSv/年） 

 

1-6歳 1-6歳 7-12歳 7-12歳 13-18歳 13-18歳 19歳以上 19歳以上

【男子】 【女子】 【男子】 【女子】 【男子】 【女子】 【男子】 【女子】

穀類 2.1E-04 2.1E-04 4.2E-04 3.6E-04 5.6E-04 4.9E-04 2.0E-04 1.7E-04 2.2E-04

コメ 5.0E-04 4.3E-04 1.0E-03 9.1E-04 2.2E-03 1.4E-03 6.5E-04 4.5E-04 3.5E-04

芋類 1.1E-04 1.0E-04 3.3E-04 3.0E-04 4.0E-04 3.5E-04 1.1E-04 1.0E-04 1.0E-04

葉菜類 1.1E-04 1.0E-04 2.6E-04 2.5E-04 3.9E-04 3.6E-04 1.4E-04 1.3E-04 1.2E-04

根菜類 3.0E-05 2.9E-05 7.2E-05 7.1E-05 1.1E-04 9.5E-05 4.1E-05 3.8E-05 3.3E-05

豆類 4.0E-05 3.9E-05 1.2E-04 1.1E-04 1.5E-04 1.4E-04 5.3E-05 5.0E-05 4.0E-05

果菜類 1.5E-04 1.5E-04 1.7E-04 1.8E-04 2.2E-04 2.3E-04 1.2E-04 1.2E-04 1.2E-04

合計 1.2E-03 1.1E-03 2.4E-03 2.2E-03 4.0E-03 3.1E-03 1.3E-03 1.1E-03 9.8E-04

合計
(穀物を除く)

9.5E-04 8.6E-04 2.0E-03 1.8E-03 3.5E-03 2.6E-03 1.1E-03 8.9E-04 7.7E-04

妊婦

1-6歳 1-6歳 7-12歳 7-12歳 13-18歳 13-18歳 19歳以上 19歳以上

【男子】 【女子】 【男子】 【女子】 【男子】 【女子】 【男子】 【女子】

穀類 8.5E-07 8.5E-07 1.4E-06 1.2E-06 1.9E-06 1.7E-06 1.9E-06 1.7E-06 2.1E-06

コメ 2.0E-06 1.7E-06 3.5E-06 3.1E-06 7.5E-06 4.9E-06 6.4E-06 4.4E-06 3.4E-06

芋類 5.2E-07 4.8E-07 1.3E-06 1.2E-06 1.6E-06 1.4E-06 1.2E-06 1.1E-06 1.2E-06

葉菜類 1.1E-06 1.0E-06 2.2E-06 2.2E-06 3.4E-06 3.1E-06 3.4E-06 3.1E-06 3.1E-06

根菜類 1.3E-06 1.2E-06 2.6E-06 2.6E-06 4.0E-06 3.5E-06 4.4E-06 4.0E-06 3.4E-06

豆類 6.8E-07 6.7E-07 1.7E-06 1.6E-06 2.2E-06 2.1E-06 2.2E-06 2.1E-06 1.7E-06

果菜類 4.5E-06 4.6E-06 4.2E-06 4.5E-06 5.6E-06 5.9E-06 8.7E-06 9.2E-06 8.7E-06

合計 1.1E-05 1.1E-05 1.7E-05 1.6E-05 2.6E-05 2.3E-05 2.8E-05 2.6E-05 2.4E-05

合計
(穀物を除く)

1.0E-05 9.7E-06 1.6E-05 1.5E-05 2.4E-05 2.1E-05 2.6E-05 2.4E-05 2.1E-05

妊婦

1-6歳 1-6歳 7-12歳 7-12歳 13-18歳 13-18歳 19歳以上 19歳以上

【男子】 【女子】 【男子】 【女子】 【男子】 【女子】 【男子】 【女子】

穀類 3.2E-05 3.2E-05 5.1E-05 4.5E-05 6.7E-05 5.8E-05 6.7E-05 5.8E-05 7.4E-05

コメ 7.5E-05 6.5E-05 1.3E-04 1.1E-04 2.6E-04 1.7E-04 2.2E-04 1.5E-04 1.2E-04

芋類 1.9E-05 1.8E-05 4.7E-05 4.3E-05 5.6E-05 4.8E-05 4.3E-05 4.0E-05 4.1E-05

葉菜類 4.2E-05 3.8E-05 8.0E-05 7.8E-05 1.2E-04 1.1E-04 1.2E-04 1.1E-04 1.1E-04

根菜類 4.9E-05 4.6E-05 9.5E-05 9.3E-05 1.4E-04 1.2E-04 1.5E-04 1.4E-04 1.2E-04

豆類 2.5E-05 2.5E-05 6.0E-05 5.7E-05 7.6E-05 7.3E-05 7.6E-05 7.3E-05 5.7E-05

果菜類 1.7E-04 1.7E-04 1.5E-04 1.6E-04 1.9E-04 2.0E-04 3.0E-04 3.2E-04 3.0E-04

合計 4.1E-04 4.0E-04 6.1E-04 5.9E-04 9.1E-04 7.8E-04 9.8E-04 8.9E-04 8.2E-04

合計
(穀物を除く)

3.8E-04 3.6E-04 5.6E-04 5.4E-04 8.4E-04 7.2E-04 9.1E-04 8.3E-04 7.4E-04

妊婦
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厚生労働行政推進調査事業費補助金 

（食品の安全確保推進研究事業） 

 

食品中放射性物質濃度と食品摂取に伴う内部被ばく線量の評価等に関する知見の評価検討 

分担研究報告 

 

研究協力者 鍋師 裕美 (国立医薬品食品衛生研究所) 

分担研究者 青野 辰雄 （量子科学技術研究開発機構） 

研究代表者 明石 真言 （東京医療保健大学） 

 

研究要旨 

国際機関や諸外国等における食品中の放射性物質の規制値や食品摂取に伴う内部被ばく線量の評価

等に関する基礎的な資料を作成する作業の一環として、食品中の放射性物質の規制および基準値等の設

定の際に用いられた汚染率についての情報や摂取量の少ない食品（少量消費食品）についての取り扱い

等について、アジア地域（中国、香港、台湾、韓国）および北欧地域（フィンランド、スウェーデン）の国々の

設定状況を調査した。アジア地域では、中国では独自の導出式を用いて食品中の放射性物質の規制値を

設定しており、香港では、Codexのガイドラインレベルを規制値として採用していた。台湾では、Codexガイド

ラインレベルの導出に用いられた計算式や線量基準等を採用していたが、汚染率を 0.5 と設定しているた

め、Codex ガイドラインレベルとは異なる規制値での規制が行われていた。韓国では、福島原発事故を受

け、より保守的な規制が行われていた。スウェーデン、フィンランドでは、チェルノブイリ原発事故を受けて、

規制値が設定されたが、事故による汚染状況が両国で異なるため、規制値や食品区分、天然・野生由来の

食品の取り扱いなどが異なっていた。このように、汚染率や少量消費食品に対する規制値設定の考え方に

ついては、各国一律ではなかった。また、規制値の設定に係わるすべての情報が開示されている訳でない

ことに加え、規制値の設定は、各国の考え方や規制値設定時の国内の食料事情等が大きく影響するため、

異なるタイミングで設定された各国の規制値を一律に比較することは困難であった。しかし、諸外国の食品

中の放射性物質の規制状況に係わる情報は、日本の食品中の放射性物質の基準値を考察するうえで有用

な情報であると考えられるため、今後、チェルノブイリ原発事故後の各国の食品中の放射性物質の規制の

変遷等を調査し、どのようなパラメータを変更させたのか、少量消費食品をどのように扱っていたのか等の情

報を整理することが重要であると考えられる。 
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A. 研究目的 

国際機関や諸外国等における食品中の放射性物質

の規制値や食品摂取に伴う内部被ばく線量の評価等に

関する基礎的な資料を作成する作業の一環として、食品

中の放射性物質の基準値等の設定の際に用いられた汚

染率についての情報や摂取量の少ない食品について

の取り扱い等について、アジア地域や北欧地域の設定

状況を調査することを目的とした。 

 

B. 研究方法 

放射線防護や食品安全等に関連する国際機関およ

び諸外国から公表されている資料や行政機関のウェブ

サイト、論文等の資料を調査することにより、本年度は中

国、香港、台湾、韓国、フィンランドおよびスウェーデン

について食品中の放射性物質に係わる規制および規制

値設定の際に用いられた汚染率や摂取量の少ない食品

の取り扱いについて調査し、アジア地域および北欧地域

に分けて表にまとめた。 

 

C. 研究成果 

アジア地域および北欧地域における食品中の放射性

物質の規制に関する調査結果を別紙-1にまとめた。 

 

D. 考察 

令和5年度は、中国、韓国等のアジア地域およびスウェ

ーデン等の北欧地域における食品中の放射性物質の規

制に関連する情報を調査し、整理した。 

中国では、規制値の導出に独自の計算式を用いており、

その中に汚染率のパラメータは含まれていなかった。一方、

香港、台湾、韓国については、Codexのガイドラインレベ

ルの導出に用いられた計算式およびパラメータが用いら

れており、汚染率についても考慮されていた。香港では汚

染率0.1を採用しており、Codexのガイドラインレベルと全く

同じ規制値となっている。台湾では、汚染率を成人で0.5、

乳児で1と設定しており、食品区分および規制値は日本の

食品中の放射性物質の基準値とほぼ同じであった。韓国

では、2021年に規制値の改定が行われ、汚染率が改定前

の0.1から0.5に引き上げられた。これにより、規制値は厳し

くなり、日本の基準値と同じ値となった。なお、韓国の現行

の規制により推定される年間線量は0.44 mSv/年と試算さ

れており、より保守的な管理を行っていることが明らかとな

った。少量消費食品の取り扱いについては、香港では

Codexのガイドラインレベルを適用しているため、少量消

費食品（マイナーフード）の枠組みが導入されていると考

えられたが、その他のアジア諸国においては、現在のとこ

ろ少量消費食品の枠組みは導入されていなかった。 

チェルノブイリ原発事故の影響を強く受けたと考えられ

た北欧地域では、スウェーデンにおいて、一旦引き下げ

た規制値がトナカイ肉、野生のキノコ、ベリー、淡水魚等

に対して引き上げられるという対応が行われていた。これ

は、80%以上のトナカイ肉が規制値を超えるという状況を

回避し、特定の民族の文化や生活様式を守るための措置

である。一般人のトナカイ肉消費量は少ないことから、この

基準値の引き上げは正当化されている。一方、フィンラン

ドにおいては、地理的、気候的条件から、トナカイ肉等の

深刻な汚染は生じておらず、トナカイ肉や天然・野生の食

品に対して特別な規制値を設定するという措置は実施さ

れていなかった。スウェーデン、フィンランドにおいては、

食品中の放射性物質の濃度と摂取頻度についての助言

や野生きのこや野生淡水魚等の摂取についての様々な

助言が行政機関のホームページ等で行われていることが

確認できた。 

  

E． 結論 

これまでの調査から、各国の食品中の放射性物質の

規制値は、それぞれの国の考え方や状況に応じて決定

されていることが確認された。例えば、チェルノブイリ原

発事故後の対応をスウェーデンとフィンランドで比較する

と、国内の汚染状況の違いから、規制値を定める食品区

分の設定や規制値などが大きく異なっており、トナカイや

天然・野生由来の食品に対する規制の枠組みの有無な

どが異なっていた。それぞれの国における放射能汚染

状況や、食品の管理体制、食糧事情、食習慣等の様々

な要因が規制値の設定に影響を及ぼしたと考えられた。

一方で、規制値の設定に係わる前提や情報がすべて開

示されている訳ではないため、汚染率、スパイス等の少

量消費食品の取り扱い等については不明な点も多かっ

た。諸外国の規制状況や規制値の変遷等の調査で得ら

れた情報は非常に有用であるものの、規制値の設定は、

各国の考え方や、規制値設定時の国内の食料事情等が
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大きく影響するため、異なるタイミングで設定された各国

の規制値を一律に比較することは困難であると考えられ

た。 

 

F. 健康危険情報 

なし 

 

G. 研究業績 

なし 

 

H． 知的財産の出願・登録情報 

なし
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別紙-1 
 

アジア地域および北欧地域における食品中の放射性物質の規制に関する調査 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

令和 5（2023）年 3 月 

 
 

厚生労働行政推進調査事業費補助金（食品の安全確保推進研究事業） 

食品中の放射性物質濃度の基準値に対する放射性核種濃度比の検証とその影響評価に関する研究 

 

食品中放射性物質濃度と食品摂取に伴う内部被ばく線量の評価等に関する知見の評価検討 
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はじめに 

 アジア地域における調査として、中国、香港、台湾、韓国について、食品中の放射性物質の規制値のうち放射性セシウムに

ついて抜粋し、その規制値の導出に用いたパラメータ等を表 1 にまとめた。また、チェルノブイリ原発事故の影響を強く受けた

と考えられる北欧地域の調査として、スウェーデン、フィンランドにおける食品中の放射性物質の規制に関する情報のうち、放

射性セシウムについての情報を抜粋して表 2 にまとめた。 

 

【中国（中華人民共和国）】 

 平常時における食品中の放射性物質の規制は、「中華人民共和国国家標準 食品中の放射性物質制限濃度標準【GB 

14882-94】（1994 年 9 月施行）」1)に基づく規制であり、現在もこの規制が施行されている。対象核種はトリチウム（H-3）、ストロン

チウム 89（Sr-89）、ストロンチウム 90（Sr-90）、ヨウ素 131（I-131）、セシウム 137（Cs-137）、プロメチウム 147（Pm-147）、プルトニウ

ム 239（Pu-239）、ポロニウム 210（Po-210）、ラドン 226（Ra-226）、ラドン 228（Ra-228）、天然トリウム、天然ウランで、それぞれに規

制値が定められている。放射性セシウムとして基準値が設定されているのは、Cs-137 のみであり、“穀類”、“芋類”、“野菜・果

物”、“肉・魚・甲殻類”、“生乳”の 5 つの区分について、制限濃度（Lc）が定められている。この Lc は単一食品が単一放射線核

種に汚染されたという仮定に基づいた計算式によって算出された値となっている。前提とする線量基準は年間 5 mSv（長期間

継続的に被ばくする場合は 1 mSv）とされている 2)が、Cs-137 の年間制限摂取量（ALI）は、成人（17 歳以上）で 77,000 Bq、児童

（7 歳以上 12 歳以下）で 100,000 Bq、乳児（1 歳以上 2 歳以下）で 91,000 Bq との記述があった。ALI と Cs-137 の各年齢別の実

効線量係数を用いて実効線量を算出すると、すべての区分で実効線量は約1 mSv となることから、Cs-137 の Lc は年間 1 mSv

を超えないように定められていると考えられた。規制値導出に用いられた食品摂取量（Id）としては、中国における最も多く飲食

する集団の平均一日摂取量が用いられているとの記載があったが、具体的な食品摂取量は不明であった。汚染率については

記述がないが、Lc 導出の計算式に汚染率に相当するパラメータが含まれていないことから、食品の一部が汚染されているとい

う考え方はとられておらず、すべての食品が汚染されている、すなわち汚染率 1 として、制限濃度が算出されていると考えられ

た。 

 緊急時における規制としては、電離放射防護と放射源安全の基本標準【GB18871-2002】3)が定められており、“ミルク・ベビー

フード・飲料水”および“一般消費食品”の 2 つの区分に対して汎用アクションレベルが定められている。対象核種は、Cs-134、

Cs-137、Ru-103、 Ru-106、Sr-89、I-131、Sr-90、Am-241、Pu-238、Pu-239 であり、人工放射性核種のみが対象となっている。こ

れは、「CAC/GL5-1989 事故後の国際貿易における食品放射性核種汚染のガイドラインレベル」4)を採用したものであり 5)、直接

摂取可能な食品、希釈又は水戻し後に摂取される乾燥又は濃縮食品に適用される。食品不足等の懸念がある場合は、より高

い数値の食品および飲料のアクションレベルが使用可能だが、正当性、最適化の分析が必要とされている。スパイス等、消費

量が少ない食品（1 人あたり年間 10 kg未満）については、人の食事全体に占める割合が小さく、個人被ばくの増加も少ないた

め、主な食品の 10倍のアクションレベルを採用することができるとされている。また、国際貿易についてもこれに従うとされてい

る。 

 

【香港】 

 香港では、食品中の放射性物質の規制として Codex のガイドラインレベル 7)を採用しており、中国本土とは異なる規制が行わ

れている。日本産食品に対しても Codex のガイドラインレベルに基づいた規制が行われており 8)、このガイドラインレベルを超

える食品については、食品安全条例第 30条 9)に基づいて回収・廃棄等の対応がとられる。日本からの輸入食品の放射性物質

検査結果は、香港政府の Centre for Food Safety のウェブサイト 10)において毎日公開されている。 
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【台湾（中華民国）】 

 台湾の食品中の放射性物質の規制は、緊急時の許容量（Tolerance）として“乳及び乳製品”、“ベビーフード”、“ソフトドリンク

およびボトルドウォーター”、“その他の食品”の 4 つの区分について、食品安全衛生管理法第 15条第 2項 11)に基づき定めら

れている 12)。対象核種は、I-131、Cs-134、Cs-137 で、放射性セシウムについては Cs-134 と Cs-137 の合計値として、許容量が

定められている。許容量の導出には、Codex ガイドラインレベルの算出に用いられた計算式、線量基準、食品摂取量が用いら

れている。一方で、汚染率については、成人で 0.5、乳児（1 歳未満）で 1 としているため、台湾の許容量は Codexガイドライン

レベルとは異なる値となっている。許容量設定の経緯や日本産食品への規制値の適用に関する情報として、座談会資料 13)や

Q&A14)が公表されている。その中で、乳児における汚染率は、感受性の高い集団であることを踏まえ1としているとの記述があ

ったが、成人に適用された汚染率 0.5 が、どのような根拠に基づいて設定されたのかについては不明であった。なお、座談会

資料 13)の千葉、栃木、茨城、群馬の 4県産の食品の輸入を再開した場合の曝露評価の中で、台湾における日本からの輸入食

品の割合は台湾国民の食品摂取量の 1.4%と記載されていた。 

 

【韓国】 

 韓国で現在運用されている食品中の放射性物質の規制は、2021 年に施行された食品衛生法【Food code（No.2021-54）】15)に

基づく最大放射能限度（Maximum Radioactivity Limit）である。対象核種は I-131、Cs-134、Cs-137 で、放射性セシウムに対して

は Cs-134 と Cs-137 の合計値で“乳児用ミルク類”、“牛乳・乳製品・アイスクリーム”、“その他の食品”の 3 つの区分に対して最

大放射能限度が定められている。この規制値は、福島原発事故をきっかけに、より保守的に管理するため従来の規制値を見直

したものである。前提となる線量基準は年間1 mSv、汚染率は 0.5 として、Codexガイドラインレベル導出に用いられた計算式を

用いて導出されている。この規制値の適用により、年間被ばく量は 0.44 mSv になると試算されており 16)、保守的な規制値となっ

ていると考えられる。 

 福島原発事故以前の規制値は、チェルノブイリ原発事故を受けて 1989 年に식품 중의 방사능 잠정 허용기준 제정 고시 

제89-19호（食薬処告示第89-19号）17),18)で定められた暫定許容基準で、I-131、Cs-134、Cs-137 が対象核種となっていた。放射

性セシウムの規制値は、すべての食品に対して Cs-134 と Cs-137 の合計値で 370 Bq/kg とされていた。その後、福島原発事故

を受けた改定により I-131 の規制値が変更されたが、放射性セシウムの規制値は変更されず 370 Bq/kg のままであった 19)。福

島原発事故を受けた規制値の改定に関する論文 20),21)や食品医薬品安全処の発表 16)によると、この規制値は、Codexガイドライ

ンレベル導出に用いられた計算式を用い、線量基準は 1 mSv/年、汚染率は 0.1 と仮定して算出された値であった。なお、

International Risk Information として、韓国食品医薬品安全機関から 2012 年4 月に日本産食品に対しての特別な規制値が設け

られたとの情報が公開されている 22)が、当サイトに記載されている限度濃度（放射性セシウムについて、“牛乳”、“乳製品”、“す

べての食品”の 3 つの区分に対して、Cs-134 と Cs-137 の合計値でそれぞれ 50 Bq/kg、10 Bq/kg、100 Bq/kg）は、農水省 23)や

JETRO24)から公表されている限度濃度と異なっている。この措置は日本での食品中の放射性物質の規制が、暫定規制値から

現行の基準値に変更されたことに伴うものであったとされているが、日本の基準値とも異なっており、正確な情報ではない可能

性が高いと考えられる。韓国における日本産食品の放射能検査の結果は、定期的に食品医薬品安全処のウェブサイトで公表

されている 25)  

 韓国では、上述の食品衛生法による規制以外に放射能防災法 26)に基づく緊急時の規制が存在している。この放射能防災法

により定められた摂取制限基準の対象核種は、Cs-134、Cs-137、Ru-103、Ru-106、Sr-89、I-131、Sr-90、U-235、U-238、Am-241、

Pu-238、Pu-239、Pu-240、Pu-242、H-3（水・牛乳のみ）である。規制値は、IAEA Safety Series 10927)の費用便益法を使用した計算

により得られた濃度範囲を基に設定した値であり 20),28)、“水・牛乳”、“ベビーフード”、“野菜・果実”、“肉・魚・穀物”の 4 つの区分

に対して設定されている。このように韓国では、I-131 および放射セシウムに対して食品衛生法と放射能防災法で異なる規制値

が存在している状況にあり、統一した基準を設定する必要があるとの見解もなされている 20)ようであった。 



 
 

46 

 

【スウェーデン】 

スウェーデンでは、1986 年5 月2 日にチェルノブイリ原発事故後の最初の月の介入レベルとして、I-131 と放射性セシウムに

対して規制値が設定された。放射性セシウムの規制値は、輸入食品に対して 10,000 Bq/kg、国産食品に対して 1,000 Bq/kg で

あった 29,30)。規制値設定の背景には、輸入食品の消費量が国産食品よりはるかに低いため、輸入食品に対してはより高い値を

使用できるという考えがあったとされている。その後、5 月 13 日に I-131 に対する規制値が、5 月 16 日に放射性セシウムに対

する規制値が変更された。放射性セシウムの規制値は、対象核種が Cs-137 に限定され、すべての食品に対して 300 Bq/kg に

変更された。この変更は、50 年間の平均線量が最も被ばくした集団でも 1 mSv/年未満、単年では 5 mSv/年以下 29)という線量

基準が前提となっている。Cs-137 の規制値は、最も被ばくした集団である 1 歳児の食品摂取量（約 0.3 kg/日）と換算係数（10-7 

Sv/Bq）を用いて、5 mSv/年を超えないように決定された 31)ようであるが、具体的な計算式や汚染率については不明であった。 

 その後 1987 年 6 月に、トナカイ、狩猟肉、ベリー、淡水魚、キノコなどの食品に対する区分ができ、Cs-137 について 1,500 

Bq/kg の規制値が設定された。その他の主要食品に対しては 300 Bq/kg の規制値が継続して使用された 29),32),33)。この食品区分

の導入により、規制値を超過するトナカイの割合は約 80%から約 40%に減少した 29)。規制値を超えた食品の一般市場での販

売は許可されなかった。この食品区分の設定は、スウェーデンに住むサーミの人々や天然・野生の食品を多く摂取する人々を

考慮して設定されたものと考えられたが、規制値導出に用いられた計算式やパラメータに関しては不明であった。規制値の変

更と併せて生野菜や非栽培の植物、キノコ等に対して様々な対策が実施され、食品洗浄の推奨、摂取頻度や調理についての

助言、東側諸国（ロシア、ウクライナ周辺地域）からの生鮮食品の輸入禁止等が実施されていた 31)。 

 現行の規制は 2012 年 3 月に発効した LIVSFS 2012:3 34)による規制で、対象核種から I-131 が外れ Cs-137 のみに規制値が

設定されている。Cs-137 の規制値として“家畜の肉、その他の可食部およびその加工品”、“穀物製品”、“ナッツ以外の果物”、

“キノコ以外の調理用植物”、“乳製品”、“ベビーフード”、“海水魚”に対して 300 Bq/kg、その他の食品に対して 1,500 Bq/kg とい

う規制値が設定されている 34)。スウェーデン食品庁のホームページ 35)には、その他の食品に該当する食品として、“トナカイ肉

やヘラジカ、シカ、イノシシなどの狩猟肉等”、“野生のベリー”、“キノコ”、“淡水魚”、“ナッツ”が記載されている。また、同ホー

ムページにはセシウムを含む食品の摂取に対する助言等が掲載されており、「300～1,500 Bq/kg のものは、週に数回以上食べ

るべきでない」、「1,500～3,000 Bq/kg のものは月に数回以上食べるべきではない」、「10,000 Bq/kg を超えるものは絶対に食べ

るべきではない」など、食品中の Cs-137 濃度と摂取頻度についての助言や、特に Cs-137 濃度の高いキノコの種類についての

情報、濃度の高い産地の情報、調理による Cs-137 の低減方法等についての情報が公開されている 35)。なお、上記のその他の

食品に該当する食品以外の食品については特別な設定はなく、例えばスパイスやハーブのように CodexやEU で少量消費食

品として扱われているような食品に対しての特別な対応はなされていないようであった。 

 

【フィンランド】 

フィンランドでは、チェルノブイリ原発事故直後の緊急時の介入レベルとして、I-131とCs-137に対する規制が実施された 29)。

前提とする線量基準は、最初の 1 年間に最大5 mSv （実効線量) および単一臓器に対して最大50 mSv、50 年間の平均として

1 mSv/年以下（等価線量）であり、放射性セシウムの規制値は Cs-137 として、ミルク、肉、その他の食品に対して 1000 Bq/kg と

設定されていた。規制値を導出した計算式や、食品摂取量、汚染率に関する情報は不明であった。フィンランドではトナカイ飼

育地域での降水量が非常に少なかったため、キノコ豊年の秋にトナカイ、シカ、ヘラジカ、ヒツジの放射能濃度が他の年に比

べて大きく増加するという現象は明確には認められなかった 36)。そのため、スウェーデンのようなトナカイに特化した規制値の

設定はされていなかった。また、狩猟肉中の放射性セシウム濃度調査等の結果に基づき、1986 年の秋には狩猟を制限する必

要はないと結論付けている 37)。ただし、このシーズンに汚染のあった地域で捕獲された水鳥の肉については、1 人当たり年間

20 kg 以上食べないことを推奨していた 37)。また、栽培でない植物やキノコ、淡水魚については、摂取頻度や調理に関する勧
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告がなされていた 29)。一方、EU のマイナーフードリストに含まれるスパイスやハーブなどの消費量の少ない食品に関する特別

な配慮についての情報はなかった。 

 現在は、2023 年に更新された食品中の汚染物に関する規制 38)に基づき、EU の第三国に対する基準（EU 規則2020/1158）39)

に定められた最大レベルを規制値として用いている。現行の Cs-137 の規制値は、“牛乳・乳製品”、“ベビーフード”、“その他の

食品”の 3 つの食品区分に対してそれぞれ 370 Bq/kg、370 Bq/kg、600 Bq/kg と定められている。また、キノコや淡水魚の摂取

については、前の規制値の適用時から引き続き、種類の選択や摂取頻度、調理方法等についての助言が行われている 40),41)。 
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国 核種 名称 食品区分
基準値・規制値等

（Bq/kg）

線量基準

（ｍSv/year）
汚染率

消費量の少な

い食品に対す

る記述・設定

備考 参考文献

穀類 260

芋類 90

野菜・果物 210

肉・魚・甲殻類 800

生乳 330

ミルク、ベビーフード、飲料水 1000

一般消費食品 1000

乳及び乳製品 50

ベビーフード 50

ソフトドリンク及びボトルドウォーター 10

その他の食品 100

乳児用調合乳、フォローアップ用調合乳、乳幼児用

ベビーフード、乳幼児用特別調合乳、乳幼児用ミル

ク調合乳、フォローアップ用ミルク調合乳

50

牛乳および乳製品、アイスクリーム 50

その他の食品 100

肉、魚、穀物 2000

野菜・果物 1000

水・牛乳 200

ベビーフード 100

※該当情報が見つからなかった欄については空欄とした。

20,26,28

あり

あり*

1,2

3,5

6,7,8,9

11,12

13,14

16,17,18

20,21

15,16

・制限濃度は、単一食品が単一放射性核種に汚染されたとい

う仮定に基づいた式によって算出された値

・LCの導出式には汚染率のパラメータは含まれていないた

め、汚染率による希釈は行われていないと考えられる

・緊急時被ばく状況下で用いられる値

・直接摂取可能な食品、希釈又は水戻し後に摂取される乾燥

又は濃縮食品に適用

・スパイス等、消費量が少ない(1人あたり年間10 kg未満)食品

については、10倍のアクションレベルを適用できる

・CAC/GL5-19894）に準拠

・CodexのGL（CAC/GL5-2006）6）を採用

*CodexのGLをそのまま採用していることから、消費量の少な

い食品の取り扱いもCodexと同様と考えられる

・核汚染または放射線汚染の可能性がある場合に適用（緊急

時）

・許容量はCodexやICRPの評価に基づき、食事摂取量や汚染

係数などを考慮して厳格に設定

・最大放射能濃度の算出式は、Codexの計算式を使用したが、

前提とする年間線量をCodexより引き下げて、適切なガイドラ

イン値を選択

・2011年の福島原発事故をきっかけに、より保守的に管理す

るため基準値を見直し

・基準値変更により、年間被ばく量は0.44 m Sv/年になると試

算

・汚染率等の情報は、食品医薬品安全処食品基準企画官の発

言を紹介した韓国政府公式サイト16)を参照

・放射能防災法による基準

（国内で食品衛生法と放射能防災法で異なる基準値が存在し

ている状況）

・IAEA Safety Series 10927)の介入レベルの算出方法（費用便

益法）を使用した計算により得られた濃度範囲を基に設定

・経済的パラメーター等は韓国の値を使用

・大人と子供に対して算出

0.1

0.5

（成人）

１

（乳児）

0.1

0.5

韓国

5

1*

*(長期間継続的に被ば

くする場合）

1

（特別な状況下では、5

連続年の平均年間線量

が1 m Svを超えなけれ

ば、1年間の実効線量を

5 m Svまで上げること

ができる）

1

1

1

1

中国

中国

香港

台湾

韓国

韓国

C s-134

＋

C s-137

C s-134

＋

C s-137

制限濃度

（Lc）

（中華人民共和国国家標準

食品中の放射性物質制限濃度標準

【GB 14882-94】1)

(1994年９月実施）

《現行》）

汎用アクションレベル

（電離放射防護と放射源安全の基本標準

【GB18871-2002】3）

《現行》）

ガイドラインレベル

許容値

(Tolerance)

（食品中の放射性降下物又は放射能汚染

許容量基準

（2016）

【食品安全衛生法第15条第２項】11）

《現行》）

放射能基準

（Radioacitive S tandard）

（【碍薬処告被第89-19号】）17)

最大放射能濃度

（Maxim um  Radioactivity Lim it）

（食品衛生法（2021）

【Food Code(No.2021-54)】15)

《現行》）

摂取制限基準

（【放射能防災法施行規則

（第15条別表4）】26)

《現行》）

すべての食品

すべての食品

1000

370

C s-137

C s-134

C s-137

C s-134

C s-137

C s-134

＋

C s-137

C s-134

＋

C s-137

表 1．中国・香港・台湾・韓国の基準値及び規制値（放射性セシウムについて抜粋）ならびに汚染率、少量消費食品に関する情報 
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国 核種 名称 食品区分
基準値・規制値等

（Bq/kg）

線量基準

（ｍSv/year）
汚染率

消費量の少な

い食品に対す

る記述・設定

備考 参考文献

輸入食品 10000

国産食品 1000

C s-137 介入レベル 全ての食品 300

50年間の平均線量は、最も被ば

くしたグループでも 1 m Sv /年未

満で、単年では（事故後数年間）

では5 m Sv/年以下

・上の基準発表後すぐに施行

・300 Bq/kgのCs 137により、当初は1 m Sv /年を超える可能性

があるが、時間経過とともにそれによる線量は低下

・食品の下処理、調理法、摂取頻度などのアドバイスも行った

主要食品 300

トナカイ、狩猟物、ベリー、淡水魚、キノコ

などの特別食品
1500

・家畜の肉や可食部分、およびその加工品

・穀物製品

・ナッツ以外の果物

・キノコ以外の調理用植物

・乳製品

・ ベビーフード

・ 海水魚

300

その他の食品 1500

牛乳、乳製品 370

ベビーフード 370

その他の食品 600

※該当情報が見つからなかった欄については空欄とした。

最大レベル

（【EU規則2020/1158】38)

《現行》）

・EUの第三国に対する基準（ECNo.733/2008）

（現EU規則2020/1158）38)を利用

38,39,40,

41

・チェルノブイリ事故後最初の月に施行

・輸入食品の消費量は国産食品よりはるかに少なく、そのためよ

り高い値を使用できるという考えに基づいている

・1987年6月～

・この変更により排除されるトナカイの割合は約80% →約40%に

減少

「スウェーデン食品庁HP_ Cs-137に関する情報」34)には、セシ

ウムを含む食品の摂取に対するアドバイスがある

◆摂取頻度

・300 ～ 1500 Bq/kg のものは、週に数回以上食べるべきでない

・1500 ～ 3000 Bq/kg のものは月に数回以上食べるべきではな

い

・10,000 Bq/kg を超えるものは絶対に食べるべきではない

◆特に濃度の高いキノコについての情報提供（他のキノコを選ぶ

ことを推奨）

◆調理による放射性セシウムの低減についての情報提供

◆濃度の高い地域情報の提供

・チェルノブイリ事故直後に適用された値

・トナカイに対する介入レベルは無し（トナカイは大きな問題と

はならなかった）

・フィンランドではトナカイ飼育地域での降水量が非常に少な

かったため、キノコ豊年の秋にトナカイ、シカ、ヘラジカ、ヒツ

ジの放射能濃度が他の年に比べ大きく増加するという現象は明確

には認められず

・栽培でない植物やキノコの摂取と調理に関するアドバイス（摂

取は最大で週1～2回）、淡水魚の摂取に関する勧告あり

・狩猟肉中の放射性Csの全国平均含有量調査等により、1986/

1987年には狩猟を制限する必要はないと結論（1986年秋）

・1986年狩猟期に主な内陸性降下物地域で捕獲された水鳥の肉

については、一人当たり20 kg以上は食べないことを推奨

最初の1年間に最大5 m Sv (実効

線量) および単一臓器に対して最

大50 m Sv、50年間の平均として1

m Sv/年以下

29,30,31,

32,33

34,35

29,36,371000

放射性セシウム

C s-137

C s-137

C s-137

介入レベル

介入レベル

（Livsm edelsverkets föreskrifter om  åtg

ärder för att begränsa intaget av

radioaktiva äm nen genom  livsm edel

【SLVFS 1987:4】31）)

制限値

（Livsm edelsverkets föreskrifter

om  främ m ande äm nen i livsm edel

【LIVSFS 2012:3】33)

《現行》）

スウェーデン

スウェーデン

フィンランド ミルク、肉、その他の食品介入レベル

フィンランド C s-137

表 2．スウェーデン・フィンランドの基準値及び規制値（放射性セシウムについて抜粋）ならびに汚染率、少量消費食品に関する情報 
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学会発表等 

1. 栁川賢斗､辰野宇大、塚田祥文 (2023) 2011 年に福島県から採取した土壌アーカイブ試料の 137Cs 存在形

態に関する研究（第 60回アイソトープ・放射線研究発表会，東京） 

2. H. Tsukada, A. Takeda, T. Takahashi, S. Fukutani, M. Akashi4, J. Takahashi, S. Uematsu, I. Chyzhevskyi, S. 

Kirieiev, V. Kashparov, M. Zheleznyak (2023) Transfer of 137Cs and 90Sr from soil to potato: Interpretation of 

association from global fallout in Aomori to accidental released in Fukushima and Chornobyl (International 

Conference on Environmental Radioactivity, ENVIRA 2023, Seville) 

3. K. Hirose, Y. Onda, H. Tsukada, Y. Hiroyama, Y. Okada, Y. Kikawada (2023) Chemical implication of partition 

coefficient of 137Cs between aqueous and suspended and phases in natural water(International Conference on 

Environmental Radioactivity, ENVIRA 2023, Seville)  

4. 塚田祥文、齋藤隆、平山孝、松岡宏明、中尾淳 (2023) 田面水および間隙水中 137Cs 濃度の変化とイネへ

の移行（日本土壌肥料学会 2023年度愛媛大会、松山） 

5. 武田晃、海野佑介、塚田祥文、高久雄一、久松俊一 (2023) 放射性ヨウ素の土壌固相―液相間分配係数

の変動要因（日本土壌肥料学会 2023年度愛媛大会、松山） 

6. N. Yamaguchi, H. Tsukada, D. Yamada (2023) Radiocaesium aggregated with a plant-derived organic matter in 

soils affected by nuclear accident (2023 ASA, CSSA, SSSA International Annual Meeting, St. Louis, Missouri) 

7. 栁川賢斗､辰野宇大、塚田祥文 (2023) 2011年に東京電力福島第一原子力発電所の 20 km圏内から採取

した土壌アーカイブ試料の 137Cs存在形態について（日本原子力学会秋の大会，名古屋） 

8. S. Ueno, Y. Hasegawa, S. Kato, H. Mori, H. Tsukada, H. Ohira, S. Kaneko (2023) Rapid assessment of 

mutational risks in tree species exposed to low-dose-rate radiation following the nuclear disaster in 2011 (ICRP 

2023, Tokyo) 

9. H. Tsukada, S. Fukutani, T. Aono, M. Akashi (2023) Time-series analysis of 137Cs activity concentrations and 

internal radiation doses from marketable crops cultivated and distributed in Fukushima Prefecture from 2012 to 

2022 (ICRP 2023, Tokyo) 

10. 上野真義、長谷川陽一、加藤珠理、森英樹、塚田祥文、大平創、兼子伸吾（2024）低線量率放射線による突

然変異リスクの迅速評価法の開発（第 135回日本森林学会大会，東京） 

11. H. Tsukada, A. Takeda, N, Yamaguchi, T. Saito, N.P. Thoa (2024) Predicting 137Cs and 90Sr activity 

concentrations in brown rice using specific activity ratios of 137Cs/Cs and 90Sr/Sr in the exchangeable fraction of 

soil (The 16th International Conference of The East and Southeast Asia Federation of Soil Science Societies 

(ESAFS 2024), Thai Nguyen) 

12. 塚田祥文、齋藤隆、平山孝、松岡宏明、中尾淳 (2024) 田面水および間隙水中 137Cs 濃度の変化とイネへ

の移行（第 10回福島大学環境放射能研究所成果報告会、福島） 

13. 栁川賢斗､辰野宇大、塚田祥文 (2024) 2011 年に福島県から採取した土壌アーカイブ試料の 137Cs 存在形

態の経時変化に関する研究（第 10回福島大学環境放射能研究所成果報告会、福島） 

14. 田中草太、伊藤陽日葵、森下祐樹、鳥居建男、塚田祥文 (2024) ミミズが土壌表層の放射性セシウム分布

に与える影響の可視化（第 71回日本生態学会大会、横浜） 

 

（招待講演） 

1. 塚田祥文（2024）食品検査結果に関するリスクコミュニケーション（2024）「放射性物質に関する基礎知見と福

島県の作物と被ばく線量」（双葉町・福島修明高校・東京）招待講演 

 



 
令和６年３月３１日 

                                            
厚生労働大臣 殿 

                                                                                              
 

機関名 東京医療保健大学 
 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
 
                              氏 名 亀山 周二  
 

   次の職員の令和５年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  厚生労働行政推進調査事業費補助金（食品の安全確保推進研究事業）         

２．研究課題名  食品中の放射性物質の基準値施行後の検証とその影響評価に関する研究                                         

３．研究者名  （所属部署・職名） 東が丘看護学部看護学科 大学院看護学研究科・教授                                 

   （氏名・フリガナ） 明石 真言（アカシ マコト）                                   

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※

2） 
人を対象とする生命科学・医学系研究に関する

倫理指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針   □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実

験等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入するこ

と 

（指針の名称：                ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェ

ックし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査の場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

            ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 
 



 
令和６年３月２９日 

                                            
厚生労働大臣 殿 

                                                                                              
 

機関名 国立大学法人福島大学 
 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
 
                              氏 名 三浦 浩喜 
 

   次の職員の令和５年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 
１．研究事業名  厚生労働行政推進調査事業費補助金（食品の安全確保推進研究事業）        

２．研究課題名  食品中の放射性物質の基準値施行後の検証とその影響評価に関する研究                                        

３．研究者名  （所属部署・職名） 環境放射能研究所・教授                             

   （氏名・フリガナ） 塚田 祥文（ツカダ ヒロフミ）                

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無 

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する

倫理指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針   □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実

験等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入するこ

と 

（指針の名称：                ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェ

ックし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                
（※2）未審査の場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対

象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 
研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 
当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
            ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 

 



 
令和６年３月３１日 

                                            
厚生労働大臣 殿 

                                                                                              
 

機関名 福島国際研究教育機構 
 
                      所属研究機関長 職 名 理事長 
 
                              氏 名 山崎 光悦 
 

   次の職員の令和５年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  厚生労働行政推進調査事業費補助金（食品の安全確保推進研究事業）         

２．研究課題名  食品中の放射性物質の基準値施行後の検証とその影響評価に関する研究                                         

３．研究者名  （所属部署・職名） 放射生態学ユニット・ユニットリーダー                                 

   （氏名・フリガナ） 青野 辰雄（アオノ タツオ）                                   

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※

2） 
人を対象とする生命科学・医学系研究に関する

倫理指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針   □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実

験等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入するこ

と 

（指針の名称：                ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェ

ックし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査の場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

            ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 
 



 
令和６年３月２５日 

                                            
厚生労働大臣 殿 

                                                                                              
 

機関名 国立大学法人京都大学 
 
                      所属研究機関長 職 名 総長 
 
                              氏 名 湊 長博 
 

   次の職員の令和５年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  厚生労働行政推進調査事業費補助金（食品の安全確保推進研究事業）         

２．研究課題名  食品中の放射性物質の基準値施行後の検証とその影響評価に関する研究                                         

３．研究者名  （所属部署・職名） 複合原子力科学研究所・准教授                                 

   （氏名・フリガナ） 福谷 哲（フクタニ サトシ）                                   

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※

2） 
人を対象とする生命科学・医学系研究に関する

倫理指針（※3） 
 □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針   □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実

験等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入するこ

と 

（指針の名称：                ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェ

ックし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                                                 
（※2）未審査の場合は、その理由を記載すること。 

（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

            ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 
 


